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最新問題: 1
Muleアプリケーションが CloudHub Shared Worker Cloudにデプロイされるときに作成される、完全修飾ド
メイン名 (FQDN) (DNSエントリとも呼ばれます)を最もよく表すものは何ですか?
A.環境やVPCの設計に関係なく、固定数のFQDNが作成されます。
B. FQDNは、地域に関係なく、選択されたアプリケーション名によって決定されます。
C. FQDNはアプリケーション名によって決定されますが、展開後に管理者が変更できます。
D. FQDNはアプリケーション名とAnypoint Platform組織の両方によって決定されます。
Answer: (解答を表示する)
FQDNは、地域に関係なく、選択されたアプリケーション名によって決定されます。
****************************************
>> Shared Worker Cloudにアプリケーションを展開する場合、FQDNは常に選択されたアプリケーション名
によって決定されます。

>>アプリがどのリージョンにデプロイされるかは問題ではありません。
>>生成された FQDNにはリージョンが含まれることは事実であり、真実です (例:
たとえば、exp-salesorder-api.au-s1.cloudhub.ioなど)の場合、別の CloudHubリージョンにデプロイすると
きに同じ名前を使用できるわけではありません。

>>アプリケーション名は、リージョンや組織に関係なく普遍的に一意である必要があり、共有ロードバラン
サーの FQDNのみを決定します。

最新問題: 2
REST API実装の統合テストの特性として最もありそうにないものは何ですか?
A.テストは既知のリクエストペイロードを準備し、レスポンスペイロードを検証します。
B.テストは、Muleアプリケーションがコンパイルされパッケージ化された直後に実行されます。
C.テストでは、すべてのソースシステムおよび/またはターゲットシステムが構成され、アクセス可能である
必要があります。

D.テストは外部HTTPリクエストによってトリガーされます
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Answer: (解答を表示する)

最新問題: 3
週に数回、API実装により、Anypoint Monitoringダッシュボードに 1分あたり数千件のリクエストが表示さ
れます。これらのバーストの間に、ダッシュボードには 1分あたり 2～ 5件のリクエストが表示されま
す。API実装は、2つの非クラスター化レプリカ、予約済み vCPU 1.0、および vCPU制限 2.0を使用し
て、Anypoint Runtime Fabric上で実行されています。
API消費者が応答時間が遅いと苦情を申し立てており、ダッシュボードでは苦情の時点で 99パーセンタイ
ルが 120秒を超えていることが示されています。また、これらの期間中の CPU使用率は 90%を超えている
ことも示されています。

QA環境での手動テストでは、APIコンシューマーは一貫して応答時間の遅さと CPU使用率の高さを再現し
ており、この時点では他の APIリクエストはありませんでした。ブレインストーミングセッションで、エン
ジニアリングチームはリクエストの応答時間を短縮するためのいくつかの提案を作成しました。

どの提案を最初に追求すべきでしょうか?
A. API実装のvCPUリソースを増やす
B. APIクライアントを変更して、問題のあるリクエストをより小さく、要求の少ないリクエストに分割しま
す。

C. API実装のレプリカ数を増やす
D. APTクライアントをスロットルして、1分あたりのリクエスト数を減らします。
Answer: A (メーッセージを残す)
*シナリオ分析:
* API実装では、リクエストの集中時に CPU使用率が高くなります (90%以上)。これは、99パーセンタイル
応答時間が 120秒を超えることで示されるように、応答時間が遅くなることに関連しています。
* API実装は、2つの非クラスター化レプリカを持つ Anypoint Runtime Fabric上で実行されており、予約済
みの vCPUは 1.0、vCPU制限は 2.0です。
*バースト時の CPU使用率が高い場合、現在のリソースではピーク負荷を処理するのに十分でない可能性が
あります。

*オプションの評価:
*オプション A (正解):各レプリカの vCPUリソースを増やすと、大量のトラフィックを処理するための処理
能力が向上し、スパイク時の応答時間が短縮される可能性があります。バースト時には CPU使用率が常に高
くなるため、このオプションはリソースのボトルネックに直接対処します。

*オプション B: APIクライアントを変更してリクエストを分割すると、個々のリクエストの負荷が軽減され
る可能性がありますが、クライアント側での実装が複雑になる可能性があり、CPU使用率が高い問題が完全
に解決されない可能性があります。

*オプション C:レプリカの数を増やすと負荷を分散できますが、各レプリカの CPU負荷が高い場合、CPU
リソースを増やさずにレプリカを追加しても問題が完全に解決されない可能性があります。

*オプション D:クライアントのスロットリングによりリクエスト数は減りますが、クライアントが高いリク
エストレートを維持する必要がある場合は、この方法は受け入れられない可能性があります。また、API実装
の CPU制限に直接対処するものではありません。
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*結論：
*オプション Aは、vCPU割り当てを増やすことで CPU使用率が高くなる根本的な原因に対処し、APIがよ
り多くのリクエストを効率的に処理できるようにするため、最適な選択肢です。他のオプションを検討する

前に、まずこれを追求する必要があります。

需要の高い環境での APIパフォーマンスの最適化の詳細については、MuleSoftの Runtime Fabricと vCPU
リソース割り当てに関するドキュメントを参照してください。

最新問題: 4
中央 ITチームの開発者が、OAuth 2.0で保護されたシステム APIの RAML定義の初期バージョンをデザイ
ンセンターで作成し、Exchangeに公開しました。LoB ITの別の開発者が Exchangeでシステム APIを発見
し、それをプロセス APIで活用したいと考えています。
プロセス APIがシステム APIを呼び出すための MuleSoft推奨アプローチは何ですか?
A. Process APIは、まずExchangeからCAuth 2.0モジュールをインポートし、OAuthで更新する必要がありま
す。

システムAPIを呼び出す前に2.0の資格情報が必要です
B.プロセスAPIはプロパティYAMLファイルを使用してシステムAPI URLを保存し、HTTPリクエストコネク
タを使用してSysterm APIを呼び出します。
C.プロセスAPLは、システムAPI用にExchangeで自動生成されたREST接続コネクタを使用します。
D.プロセス APIは、プロセス API POMファイルを手動で更新して、システム APIを依存関係として含めま
す。

Answer: C (メーッセージを残す)
MuleSoftのエコシステムでは、プロセス APIがシステム API (Exchangeに公開され、OAuth 2.0によって保
護されている)を使用する必要がある場合、REST Connect Connectorを使用することをお勧めします。これ
がベストプラクティスとどのように一致するかを以下に示します。

*自動コネクタ生成:
* RAMLまたは OAS仕様が Exchangeで公開されると、MuleSoftはその API用の REST接続コネクタを自
動的に生成します。このコネクタは、HTTPリクエストの作成と OAuth認証の処理の複雑さを抽象化するた
め、統合が簡素化されます。

*合理化された統合:
*プロセス APIは、生成されたこのコネクタを Exchangeからインポートし、OAuth資格情報を構成して、手
動で HTTPを設定することなくシステム APIへの安全なアクセスを合理化できます。
*オプション Cが正しい理由:
* REST Connect Connectorを使用すると、MuleSoftの自動化ツールが直接活用され、手動構成が最小限に抑
えられ、より保守しやすい統合が保証されます。

*誤ったオプションの説明:
*オプション A (OAuthモジュールのインポート)は不要です。OAuthはコネクタの構成内で処理されます。
*オプション B (HTTPリクエストを含むプロパティ YAMLファイル)では手動セットアップが必要となり、
エラーが発生しやすくなるため推奨されません。
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*オプション D (POMファイルを手動で更新する)は、Exchangeを介して APIを呼び出すのに直接役立ちま
せん。

参考資料MuleSoftでの REST Connectコネクタと OAuth統合の使用に関する詳細については、API管理と
コネクタに関する MuleSoftのドキュメントを参照してください。

最新問題: 5
既存の見積 APIは RAMLで定義されており、見積エンジンとのやり取りに RESTクライアントによって使
用されます。現在、見積の作成を可能にするリソースが RAMLで定義されていますが、既存の見積の更新を
可能にするための新しい要件が最近受信されました。

この変更を容易に処理できるようにするには、どの 2つのアクションを実行する必要がありますか?
2つの回答を選択してください
A.新しい更新リクエストに対応するためにAPI実装を更新します
B.古いクライアントアプリケーションを削除し、変更に対応する新しいクライアントアプリケーションを作
成します。

C.更新リクエストの新しいメソッドの詳細で RAMLを更新します。
D. Exchangeの APIの既存バージョンを廃止する
E.更新されたエンドポイントへのアクセスを許可する新しいAPIポリシーをAPIマネージャーに追加します
Answer: A,C (メーッセージを残す)
既存の見積りの更新を許可するという新しい要件に対応するには、次のアクションを実行する必要がありま

す。

* RAML定義を更新します（オプションC）：
* The RAML specification defines the structure and behavior of the API. Adding a new method (such as PUT
or PATCH) for updating quotes requires modifying the RAML to include this new endpoint. This ensures the
API specification is up-to-date and accurately reflects the new functionality.
* Update the API Implementation (Option A):
* Once the RAML is updated, the backend API implementation must also be modified to handle the new
update requests. This could involve adding logic to process and validate update requests, connect to
necessary backend resources, and apply the changes to existing quotes.
* Explanation of Incorrect Options:
* Option B (removing and creating new clients) is unnecessary; client applications can remain as they are,
with no need for complete replacement.
* Option D (deprecating existing versions) may not be required if backward compatibility is maintained.
* Option E (adding a new policy) does not facilitate functional changes and is unrelated to implementing the
update feature.
ReferencesFor more details on updating RAML definitions and API implementations, refer to MuleSoft's API
Design documentation on RAML and RESTful API practices.

最新問題: 6
API実装における自動検出の使用を最もよく説明するものは何ですか?
A. API ManagerがAPI実装を認識し、ポリシーを適用できるようにします。
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B. Anypoint StudioがAnypoint Platformで設定されたAPI定義を検出できるようにします。
C. Anypoint AnalyticsがAPIの使用状況を把握できるようになります。
D. Anypoint Exchangeが資産を発見し、再利用できるようにします
Answer: B (メーッセージを残す)

最新問題: 7
API実装が CloudHubにデプロイされます。
デフォルトの Anypoint Platform機能を使用すると、どのような条件でアラートを生成できますか。アラート
条件は、API実装のエンドツーエンドのリクエスト処理によって異なります。
A. APIが認識されないAPIクライアントによって呼び出された場合
B.特定のAPIクライアントが一定期間内にAPIを頻繁に呼び出した場合
C. API呼び出しの応答時間がしきい値を超えた場合
D. APIが非常に多くのAPI呼び出しを受け取った場合
Answer: (解答を表示する)
正解: API呼び出しの応答時間がしきい値を超えた場合
****************************************
>>デフォルトのAnypoint Platform機能を使用して、すべてのオプションに対してアラートを設定できます。
>>ただし、質問では、API実装のエンドツーエンドのリクエスト処理に応じて条件が決まるアラートが求め
られています。

>>「応答時間」に関するアラートは、しきい値を超えているかどうかを判断するために、API実装のエンド

ツーエンドのリクエスト処理を必要とする唯一のアラートです。

最新問題: 8
ある組織には、HTTP POST経由で JSONデータを受け入れる APIがいくつかあります。APIはすべて公開
されており、いくつかのモバイルアプリケーションやWebアプリケーションに関連付けられています。
組織はこれらの APIに対して認証やコンプライアンスポリシーを使用することを望んでいませんが、同時
に、悪意のある人物が API実装を実行しているアプリケーションやサーバーを何らかの形で侵害する可能性
のあるペイロードを送信する可能性があることを懸念しています。

この脅威への露出に対処できる、すぐに使用できる Anypoint Platformポリシーは何ですか?
A.すべてのAPI呼び出しにHTTPS相互認証を使用して悪意のある行為者をシャットアウトします
B.すべてのAPIにIPブラックリストポリシーを適用します。ブラックリストにはすべての悪質な行為者が含
まれます。

C.悪意のあるデータが使用される前にそれを検出するヘッダー挿入および削除ポリシーを適用する
D.潜在的な脅威ベクトルを検出するために、すべての APIに JSON脅威保護ポリシーを適用します。
Answer: (解答を表示する)
すべてのAPIにJSON脅威保護ポリシーを適用して、潜在的な脅威ベクトルを検出する
****************************************
>>通常、APIが特定の消費者 (既知の消費者/顧客)向けに設計および開発されている場合は、トラフィック
がその消費者/顧客からのみ発生するように、同じものを IPホワイトリストに登録します。
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>>ただし、このシナリオでは、APIが一般に公開されており、非常に多くのモバイルアプリケーションや
Webアプリケーションで使用されているため、すべての悪意のある行為者を特定してブラックリストに登録
することは不可能です。

>>したがって、JSON脅威保護ポリシーは、そのような悪意のある行為者による不正な JSONペイロードを
防ぐための最善の機会です。

最新問題: 9
展示品を参照してください。

組織は、すべての CloudHubデプロイメントに対して 1つの特定の CloudHub (AWS)リージョンを使用しま
す。

組織の Muleアプリケーションがそのリージョンの CloudHubにデプロイされている場合、CloudHubワー
カーはどのようにしてアベイラビリティーゾーン (AZ)に割り当てられますか?
A.特定の環境に属するワーカーは、そのリージョン内の同じ AZに割り当てられます。
B. AZはMuleアプリケーションのデプロイメント構成の一部として選択されます
C.ワーカーは、そのリージョン内の利用可能なAZにランダムに分散されます。
D. Muleアプリケーションに対して AZがランダムに選択され、Muleアプリケーションのすべての
CloudHubワーカーがその 1つの AZに割り当てられます。
Answer: D (メーッセージを残す)
ワーカーは、そのリージョン内の利用可能な AZ全体にランダムに分散されます。
****************************************
>>現在、どの AWSリージョンを選択するかは制御できますが、どのアベイラビリティーゾーン (AZ)をどの
ワーカーに割り当てるかを決定するための構成やデプロイメントオプションを使用する制御はまったくあ

りません。
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>>環境やアプリケーションに基づいてワーカーに AZを割り当てることに関しても、プラットフォームには
固定または暗黙のルールはありません。

>>これらは完全にランダムに割り当てられます。ただし、Cloudhubでは、すべてのワーカーが同じアプリ
ケーションに対して同じ AZに割り当てられないように、ワーカーを複数の AZに割り当てることで HAが
確実に実現されます。

最新問題: 10
What are the major benefits of MuleSoft proposed IT Operating Model?
A. 1. Decrease the IT delivery gap
2. Meet various business demands without increasing the IT capacity
3. Focus on creation of reusable assets first. Upon finishing creation of all the possible assets then inform
the LOBs in the organization to start using them
B. 1. Decrease the IT delivery gap
2. Meet various business demands by increasing the IT capacity and forming various IT departments
3. Make consumption of assets at the rate of production
C. 1. ITデリバリーギャップの縮小
2. IT能力を増強することなく、さまざまなビジネスニーズに対応
3.生産量に応じて資産を消費する
Answer: C (メーッセージを残す)
1. ITデリバリーギャップの縮小
2. IT能力を増強することなく、さまざまなビジネスニーズに対応
3.生産速度に応じて資産を消費する。
****************************************

最新問題: 11
展示を参照してください。組織は、モバイルアプリとWebアプリケーションの両方から顧客データにアク
セスできるようにする必要があります。これらのアプリケーションは、共通フィールドと特定の固有フィー

ルドの両方にアクセスする必要があります。

データは部分的にデータベースで利用可能であり、部分的にサードパーティの CRMシステムで利用可能で
す。

これらの設計要件に最適な APIを作成するには、どのような APIを作成する必要がありますか?
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A) A Process API that contains the data required by both the web and mobile apps, allowing these
applications to invoke it directly and access the data they need thereby providing the flexibility to add more
fields in the future without needing API changes

B) One set of APIs (Experience API, Process API, and System API) for the web app, and another set for the
mobile app

C) Separate Experience APIs for the mobile and web app, but a common Process API that invokes separate
System APIs created for the database and CRM system

D) A common Experience API used by both the web and mobile apps, but separate Process APIs for the
web and mobile apps that interact with the database and the CRM System

A. Option A



B. Option B
C. Option C
D. Option D
Answer: C (メーッセージを残す)
正解:モバイルとウェブアプリ用に別々のエクスペリエンス APIがありますが、データベースと CRMシス
テム用に作成された別々のシステム APIを呼び出す共通のプロセス APIがあります。
****************************************
MuleSoftの API主導の接続性について:
>>エクスペリエンス APIは、各消費者のニーズとエクスペリエンスに応じて構築する必要があります。
>>プロセス APIには、ビジネス機能を実現するためのすべてのオーケストレーションロジックが含まれて
いる必要があります。

>>各バックエンドシステムのデータをロック解除するには、システム APIを構築する必要があります。
参照：

最新問題: 12
API主導の接続性のどのレイヤーが、主要なシステム、レガシーシステム、データソースなどのロックを解
除し、機能を公開することに重点を置いていますか?
A.エクスペリエンスレイヤー
B.プロセス層
C.システム層
Answer: C (メーッセージを残す)
システム層
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API主導の接続アプローチで使用される APIは、次の 3つのカテゴリに分類されます。
システム API -これらは通常、レコードのコアシステムにアクセスし、ユーザーを基盤システムの複雑さや
変更から隔離する手段を提供します。一度構築されると、多くのユーザーは基盤システムを学習することな

くデータにアクセスでき、複数のプロジェクトでこれらの APIを再利用できます。
プロセス API -これらの APIは、単一のシステム内またはシステム間で (データサイロを解体して)データと
対話してデータを形成します。これらの APIは、データの元となるソースシステムや、そのデータが配信さ
れるターゲットチャネルに依存せずにここで作成されます。

エクスペリエンス API -エクスペリエンス APIは、各チャネルに個別のポイントツーポイント統合を設定す
るのではなく、共通のデータソースからデータを再構成して、対象ユーザーが最も簡単にデータを利用でき

るようにするための手段です。エクスペリエンス APIは通常、APIファーストの設計原則に基づいて作成さ
れ、特定のユーザーエクスペリエンスを念頭に置いて APIが設計されます。

最新問題: 13
レート制限 APIポリシーの適用を APIの RAML定義に正確に反映するにはどうすればよいでしょうか?
A.レート制限ポリシーの動作の説明を追加してリソース定義を改良することにより
B.残りのリクエストクエリパラメータに説明、タイプ、例を追加してリクエスト定義を改良する
C.すぐに使用可能なAnypoint Platformのレート制限強制セキュリティスキームを説明、タイプ、例とともに
追加して、応答定義を改良します。

D.説明、タイプ、例を含むx-ratelimit-*レスポンスヘッダーを追加してレスポンス定義を改良する
Answer: D (メーッセージを残す)
正解:説明、タイプ、例を含むx-ratelimit-*レスポンスヘッダーを追加してレスポンス定義を改良する
****************************************
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参考文献:
https://docs.mulesoft.com/api-manager/2.x/rate-limiting-and-throttling#response-headers
https://docs.mulesoft.com/api-manager/2.x/rate-limiting-and-throttling-sla-based-policies#response-headers

最新問題: 14
プロセス APIの実装を変更する必要があります。
この変更が APIクライアントに与える影響を最小限に抑える有効なアプローチは何ですか?
A.プロセスAPIの実装に必要な変更を実装し、可能な限りプロセスAPIのRAML定義が変更されないようにし
ます。

B. Process APIの変更を新しい API実装に実装し、古い API実装が HTTPステータスコード 301 - Moved
Permanentlyを返すようにして、APIクライアントに新しい API実装を呼び出す必要があることを通知しま
す。

C.現在のプロセスAPIのRAML定義を更新し、更新されたRAML定義へのリンクを送信してAPIクライアント
開発者に通知します。

D. APIコンシューマーが新しいプロセスAPIまたはAPIバージョンへの移行の準備ができていることを確認す
るまで、変更を延期します。

Answer: B (メーッセージを残す)

最新問題: 15
すべてのデータ処理を特定の管轄区域（米国や EUなど）内で実行することを要求する法的規制に対処する場
合の API実装について正しいのは何ですか?
A.オブジェクトストアは米国東部地域にのみデプロイされたサービスに依存しているため、使用を避ける
必要があります。

B. Anypoint MQではなく、Active MQなどの管轄地域の外部メッセージングシステムを使用する必要があり
ます。

C.これらは、Anypoint Platformコントロールプレーンによって管理される Anypoint Platformランタイムプ
レーンにデプロイされ、両方のプレーンが同じ管轄内にある必要があります。

D.転送中も保存中もすべてのデータが暗号化されていることを確認する必要があります。
Answer: C (メーッセージを残す)
正解:これらは、Anypoint Platformコントロールプレーンによって管理される Anypoint Platformランタイム
プレーンにデプロイする必要があり、両方のプレーンは同じ管轄区域内にある必要があります。

****************************************
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>>法的規制に従い、すべてのデータ処理は特定の管轄区域内で実行されます。つまり、米国のデータは米国
内に保存され、外部に流出してはいけません。同様に、EUのデータは EU内に保存され、外部に流出しては
いけません。

>>したがって、転送中および保存中のデータを暗号化するだけでは、規則に準拠するのに役立ちません。
データが外部に漏れないようにする必要もあります。

>>ここで取り上げているデータは、Anypoint MQに公開されるメッセージだけではありません。実行中のア
プリ、トランザクション状態、アプリケーションログ、イベント、メトリック情報、その他のメタデータも含

まれます。したがって、Anypoint MQをローカルでホストされている ActiveMQに置き換えるだけでは役に
立ちません。

>>ここで話しているデータは、オブジェクトストアに保存されているキーと値のペアだけではありません。
公開されたメッセージ、実行中のアプリ、トランザクションの状態、アプリケーションログ、イベント、メト

リック情報、その他のメタデータも含まれます。したがって、オブジェクトストアの使用を避けるだけでは

役に立ちません。

>>与えられた選択肢の中で唯一残された、そして正しい選択肢は、管轄区域内にあるランタイムプレーンと
コントロールプレーンにアプリケーションをデプロイすることです。

最新問題: 16
次の順序のうち正しいものはどれですか?
A. APIクライアントはAPIを呼び出すロジックを実装します >> APIコンシューマはAPIへのアクセスを要求
します >> API実装はリクエストをAPIにルーティングします
B. APIコンシューマが APIへのアクセスを要求 >> APIクライアントが APIを呼び出すロジックを実装 >>
APIがリクエストをルーティング >> API実装
C. APIコンシューマーは APIを呼び出すロジックを実装します >> APIクライアントは APIへのアクセスを
要求します >> API実装は要求を APIにルーティングします
D. APIクライアントは APIを呼び出すロジックを実装します >> APIコンシューマーは APIへのアクセスを
要求します >> APIは要求をルーティングします >> API実装
Answer: B (メーッセージを残す)
APIコンシューマがAPIへのアクセスを要求 >> APIクライアントがAPIを呼び出すロジックを実装 >> APIが
リクエストをルーティング >> API実装
****************************************
>> APIコンシューマーは、APIを呼び出すロジックを実装しません。単なるロールです。したがって、「API

コンシューマーは APIを呼び出すロジックを実装します」というオプションは無効です。
>> API実装はリクエストをルーティングしません。これは、ターゲットシステムの機能が明らかになるロ
ジックの最終部分です。したがって、リクエストは他のエンティティによって API実装にルーティングされ
る必要があります。したがって、「API実装はリクエストを APIにルーティングします」というオプションは

無効です。

>>選択肢の1つは正しいですが、順序が間違っています。順序は「APIクライアントがAPIを呼び出すロジック

を実装する >> APIコンシューマがAPIへのアクセスを要求 >> APIがリクエストをルーティングする」となっ

ています。
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>> API実装"。ここでは、オプション内のステートメントは有効ですが、シーケンスが間違っています。
>>正しいオプションとシーケンスは、APIコンシューマーが最初に Anypoint Exchange上の APIへのアク
セスを要求し、クライアント資格情報を取得するものです。次に、APIクライアントは、APIコンシューマー
によって要求されたアクセスクライアント資格情報を使用して APIを呼び出すロジックを記述し、その要求
は APIマネージャーによって管理される APIを介して API実装にルーティングされます。

有効な MCPA-Level-1問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい MCPA-Level-1試験問題集！
GoShiken.comが最新の MCPA-Level-1試験問題集を提供しています。GoShiken.com MCPA-Level-1試
験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com MCPA-Level-1問題集をゲットする人
はこちら: https://www.goshiken.com/MuleSoft/MCPA-Level-1-mondaishu.html (15430%OFF問題集溶と正

解付きで 30%ｗ特別割引コード: Freepdfdumps)

最新問題: 17
ある組織では、さまざまな APIレイヤーを使用してモバイルクライアントをバックエンドシステムに統合
する API主導のアーキテクチャを作成しました。バックエンドシステムは、いくつかの特殊なコンポーネン
トで構成されており、REST APIを介してアクセスできます。プロセス APIとエクスペリエンス APIは、バッ
クエンドデータモデルとは異なる同じ境界コンテキストモデルを共有します。バックエンドシステムから

消費されるデータの処理を支援するために、このアーキテクチャに追加するのに最適な標準モデル、境界コ

ンテキストモデル、または破損防止レイヤーは何ですか。

A.各レイヤーに境界コンテキストモデルを作成し、境界コンテキストが重なる場合はそれらを重ね合わ
せ、API開発者が上流と下流のデータモデルの違いを認識できるようにします。
B.バックエンドモデルと API主導のモデルを組み合わせた標準モデルを作成し、データモデルを簡素化お
よび統合し、データ変換を最小限に抑えます。

C.システム層の境界付きコンテキストモデルを作成してバックエンドデータモデルと密接に一致させ、破
損防止層を追加して、異なる境界付きコンテキストがシステム層とプロセス層全体で連携できるようにしま

す。

D.すべての APIに破損防止レイヤーを作成し、すべてのデータモデルが互いに一致するように変換を実行
し、データが API間で簡単に移動できるようにして、標準モデルを構築する複雑さとオーバーヘッドを回避
します。

Answer: C (メーッセージを残す)
システム層の境界コンテキストモデルを作成してバックエンドデータモデルと密接に一致させ、破損防止

層を追加して、さまざまな境界コンテキストがシステム層とプロセス層全体で連携できるようにします。

****************************************
>>組織はすでに努力を重ね、エクスペリエンス APIとプロセス API用の境界付きコンテキストモデルを作
成しているため、ここでは標準モデルは選択肢になりません。

>>エクスペリエンス APIとプロセス APIは同じ境界コンテキストモデルを共有するため、すべての APIに
対する破損防止レイヤーは不要かつ無効です。現在、アプローチを選択する必要があるのは、システムレイ

ヤー APIだけです。
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>>したがって、プロセス層とシステム層の間に破損防止層を配置するとうまく機能します。また、このアプ
ローチを高速化するために、システム APIはバックエンドシステムデータモデルを模倣できます。

最新問題: 18
ダウンタイムが繰り返し発生することが知られている Order APIを呼び出す必要がある API実装が設計さ
れています。

このため、Order APIが利用できない場合は、フォールバック APIが呼び出されます。
フォールバック APIの呼び出しを設計する際に、どのようなアプローチが最高の回復力を提供しますか?
A. Order APIが利用できない場合は、HTTP 307 Temporary Redirectステータスコードを介してクライアント
リクエストをフォールバックAPIにリダイレクトします。
B. HTTPリクエスターコンポーネントに、Order APIを呼び出すオプションを設定して、Order APIから
HTTP 4xxまたは 5xx応答ステータスコードが返されるたびにフォールバック APIを呼び出すようにしま
す。

C. Anypoint Exchangeで適切な既存のフォールバックAPIを検索し、注文APIに加えてこのフォールバック
APIへの呼び出しを実装します。
D. APIマネージャーで注文 APIの別のエントリを作成し、プライマリ注文 APIが利用できない場合にこの
APIをフォールバック APIとして呼び出します。
Answer: A (メーッセージを残す)

最新問題: 19
どの Muleアプリケーションで、その Muleアプリケーションによって公開されるエンドポイントに
Anypoint Platformによって APIポリシーを適用できますか?
A) HTTP/1.x経由でリクエストを受け入れる Muleアプリケーション

B) TCP経由でJSONリクエストを受け入れるが、応答を返す必要がないMuleアプリケーション

C) WebSocket経由でJSONリクエストを受け入れるMuteアプリケーション

D) HTTP/2経由で gRPCリクエストを受け入れる Muleアプリケーション
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A.オプションC
B.オプションD
C.オプションA
D.オプションB
Answer: C (メーッセージを残す)

最新問題: 20
展示品を参照してください。

API主導の接続性とアプリケーションネットワークの意味で有効な APIとは何でしょうか?
A)TCP経由の Java RMI

B)TCP経由の Java RMI
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C)HOP経由の CORBA

D)UDP経由のXML

A.オプションA
B.オプションB
C.オプションC



D.オプションD
Answer: D (メーッセージを残す)
HTTP経由の XML
****************************************>> API主導の接続性とアプリケーションネットワークでは、最も効果的
な APIとその上にネットワークを構築するために、
HTTPベースのプロトコル上に APIを配置することが求められています。
>> HTTPベースのAPIにより、プラットフォームはさまざまなポリシーを適用して多くのNFRに対応できま
す。

>> HTTPベースの APIを使用すると、HTTPベースの w3cルールに準拠した多くの標準的で効果的な実装
パターンを実装することもできます。

フォームの下部

フォームの先頭

最新問題: 21
以下のどれを組み合わせて使用すると、IT運用モデルが効果的になりますか?
A.再利用可能な資産を作成し、作成した資産を組織全体でマーケティングし、資産が消費されているかどう
かを確認するために定期的に LOBレビューを実施します。
B.再利用可能なアセットを作成し、LOBチームがセルフサービスで APIを参照できるように検出可能にし、
アクティブなフィードバックと使用状況の指標を取得します。

C.再利用可能なアセットを作成し、LOBチームがセルフサービスで APIを参照できるように、それらを検出
可能にします。

Answer: (解答を表示する)
再利用可能なアセットを作成し、それらを検出可能にして、LOBチームがセルフサービスで APIを参照でき
るようにし、アクティブなフィードバックと使用状況メトリックを取得します。

****************************************
図、矢印説明は自動的に生成されます
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最新問題: 22
Muleアプリケーションは HTTPSエンドポイントを公開し、CloudHub Shared Worker Cloudにデプロイさ
れます。その Muleアプリケーションへのすべてのトラフィックは AWS VPC内に留まる必要があります。
Muleアプリケーションへの API呼び出しはどの TCPポートに送信する必要がありますか?
A. 443
B. 8081
C. 8091
D. 8092
Answer: D (メーッセージを残す)
説明

https://help.mulesoft.com/s/question/0D52T00004mXXULSA4/multiple-http-listerners-on-cloudhub-one-with-
p

最新問題: 23
レート制限 APIポリシーの適用を APIの RAML定義に正確に反映するにはどうすればよいでしょうか?
A.レート制限ポリシーの動作の説明を追加してリソース定義を改良することにより
B.残りのリクエストクエリパラメータに説明、タイプ、例を追加してリクエスト定義を改良する
C.すぐに使用できるAnypoint Platformのレート制限強制セキュリティスキームを説明、タイプ、例とともに
追加して、レスポンス定義を改良します。

D.説明、タイプ、例を含むx-ratelimit-*レスポンスヘッダーを追加してレスポンス定義を改良する
Answer: D (メーッセージを残す)
説明、タイプ、例を含むx-ratelimit-*レスポンスヘッダーを追加してレスポンス定義を改良する
****************************************
参考文献:
https://docs.mulesoft.com/api-manager/2.x/rate-limiting-and-throttling#response-headers
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https://docs.mulesoft.com/api-manager/2.x/rate-limiting-and-throttling-sla-based-policies#response-headers

最新問題: 24
トラフィックは APIプロキシを介して API実装にルーティングされます。APIプロキシは API Managerに
よって管理され、API実装は Runtime Managerを使用して CloudHub VPCにデプロイされます。この API
には APIポリシーが適用されています。このデプロイシナリオでは、どの時点で APIポリシーが着信 APIク
ライアントリクエストに適用されますか?
A. APIプロキシで
B. API実装時
C. APIプロキシとAPI実装の両方で
D. MuleSoftがホストするロードバランサー
Answer: A (メーッセージを残す)
APIプロキシで
****************************************
>> APIポリシーは、Muleプラットフォームの 2か所で適用できます。
>> 1 - API実装が実行されているのと同じ Muleランタイム内の埋め込みポリシーの適用として。
>> 2 - API実装が実行されている Muleランタイムの前にある APIプロキシ上。
>>質問のデプロイメントシナリオには APIプロキシが関係しているため、ポリシーは APIプロキシで適用
されます。

最新問題: 25
展示品を参照してください。

開発者は、クライアント ID適用ポリシーによって管理されるステージング環境にデプロイされた APIを呼
び出すクライアントアプリケーションを構築しています。

APIを正常に呼び出すには何が必要ですか?
A. STAGING環境で APIを所有する Anypoint Platformアカウントのクライアント IDとシークレット
B. Anypoint Platformアカウントのステージング環境のクライアント IDとシークレット
C. STAGING環境のAPIインスタンスのAnypoint Exchangeから取得したクライアントIDとシークレット
D. Anypoint Platformから取得した有効な OAuthトークンとそれに関連付けられたクライアント IDおよび
シークレット

Answer: C (メーッセージを残す)
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STAGING環境のAPIインスタンス用にAnypoint Exchangeから取得したクライアントIDとシークレット
****************************************
>> APIにアクセスするためにAnypoint Platformアカウントまたは個々の環境のクライアントIDとシークレッ
トを使用することはできません。

>>問題の APIに適用されるポリシーの種類は「クライアント ID強制ポリシー」であるため、OAuthトークン

ベースのアクセスは機能しません。

APIにアクセスする正しい方法は、作業する特定の環境の APIインスタンスに対して Anypoint Exchangeか
ら取得したクライアント IDとシークレットを使用することです。
参考文献:
APIマネージャーでの APIインスタンス契約の管理
https://docs.mulesoft.com/api-manager/1.x/request-access-to-api-task
https://docs.mulesoft.com/exchange/to-request-access
https://docs.mulesoft.com/api-manager/2.x/policy-mule3-client-id-based-policies

最新問題: 26
システム APIは、スケーラビリティの課題があるバックエンドシステムからデータを取得するように設計さ
れています。

バックエンドシステムを最も効果的に保護できる APIポリシーは何ですか?
A. IPホワイトリスト
B. SLAベースのレート制限
C. OAuth 2トークンの強制
D.クライアントIDの強制
Answer: (解答を表示する)
説明/参照: https://dzone.com/articles/how-to-secure-apis

最新問題: 27
A REST API is being designed to implement a Mule application.
What standard interface definition language can be used to define REST APIs?
A. YAML
B. OpenAPI Specification (OAS)
C. AsyncAPI Specification
D.Web Service Definition Language(WSDL)
Answer: B (メーッセージを残す)

最新問題: 28
Anypoint Platformで APIポリシーが定義される場所と、それが APIインスタンスにどのように適用される
かについて正しいのはどれですか?
A. APIポリシーは、Muleランタイムへの APIデプロイメントの一部として Runtime Managerで定義され、
特定の APIインスタンスにのみ適用されます。
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B. APIポリシーは、特定の APIインスタンスに対して API Managerで定義され、特定の APIインスタンス
にのみ適用されます。

C. APIポリシーはAPI Managerで定義され、すべてのAPIインスタンスに自動的に適用されます。
D. APIポリシーはAPI Managerで定義され、指定された環境内のすべてのAPIインスタンスに適用されます。
Answer: (解答を表示する)
APIポリシーは、特定の APIインスタンスに対して API Managerで定義され、特定の APIインスタンスにの
み適用されます。

****************************************
>> API仕様が準備され、Exchangeに公開されたら、APIマネージャーにアクセスして、各 APIの APIイン
スタンスを登録する必要があります。

>> APIマネージャーは、ポリシーを適用して NFRに対処するなど、APIの側面の管理が行われる場所です。
>>同じ APIに対して複数のインスタンスを作成し、目的に応じて異なる方法で管理できます。
>> 1つのインスタンスに APIポリシーのセットを適用し、同じ APIの別のインスタンスに別の目的で異な
るポリシーのセットを適用することができます。

>>これらの APIとそのインスタンスは環境ごとに定義されます。したがって、各環境で個別に管理する必要
があります。

>>プラットフォーム機能を使用して上位環境に昇格するときに、APIインスタンスの同じ構成 (SLA、ポリ
シーなど)が昇格されることを保証できます。ただし、これはオプションのみです。必要に応じて、環境ごと
に変更することもできます。

>>ランタイムマネージャーは、API実装とその Muleランタイムを管理する場所ですが、API自体を管理す
る場所ではありません。APIポリシーは Muleランタイムで実行されますが、ランタイムマネージャーで API
ポリシーを適用することはできません。環境内の厳選されたインスタンスに対してのみ、APIマネージャー
経由でこれを行う必要があります。

したがって、これらの事実に基づくと、与えられた選択肢の正しい記述は、「APIポリシーは特定の APIイン

スタンスに対して API Managerで定義され、特定の APIインスタンスにのみ適用されます」です。

最新問題: 29
API主導の接続性の定義に最も適したものは次のどれですか?
A. API主導の接続性は、単なるアーキテクチャやテクノロジーではなく、組織内での効率的な IT提供のため
に人材とプロセスを編成する方法でもあります。

B. API主導の接続性は、エクスペリエンス、プロセス、システム層をカバーする3層アーキテクチャです。
C. API主導の接続性は、エクスペリエンス、プロセス、システム層ベースのAPIを実装することを可能にする
技術です。

Answer: A (メーッセージを残す)
正解: API主導の接続性は、単なるアーキテクチャやテクノロジーではなく、組織内で効率的な IT提供のた
めに人材とプロセスを編成する方法でもあります。

****************************************
参照：
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最新問題: 30
API主導の接続のどのレイヤーにビジネスロジックオーケストレーションが存在します?
A.システム層
B.エクスペリエンスレイヤー
C.プロセス層
Answer: C (メーッセージを残す)
プロセスレイヤー

****************************************
>>エクスペリエンスレイヤーは、エンドユーザーエクスペリエンスの強化を目的としています。このレイ
ヤーは、さまざまな APIクライアント/消費者のニーズを満たすためのものです。
>>システム層は、本質的にモジュール化されたAPI専用であり、バックエンドシステムのさまざまな個別の
機能を実装/公開します。
>>プロセスレイヤーは、1つまたは複数のシステムレイヤーモジュラー APIを呼び出して、単純または複
雑なビジネスオーケストレーションロジックが記述される場所です。したがって、プロセスレイヤーが正

しい答えです。

最新問題: 31
システム APIを構築する際のベストプラクティスは何ですか?
A. API実装とバックエンドシステムの相互作用に関するすべての技術的詳細をAPIクライアントに公開しま
す。

B. RAML定義のような簡単に使用できるアセットを使用してAPIをドキュメント化する
C.すべてのAPIリソースとメソッドをモデル化して、バックエンドシステムの操作を厳密に模倣します。
D.各バックエンドシステムのエンタープライズデータモデル（標準データモデル）を構築し、システムAPIに
適用する

Answer: B (メーッセージを残す)
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有効な MCPA-Level-1問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい MCPA-Level-1試験問題集！
GoShiken.comが最新の MCPA-Level-1試験問題集を提供しています。GoShiken.com MCPA-Level-1試
験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com MCPA-Level-1問題集をゲットする人
はこちら: https://www.goshiken.com/MuleSoft/MCPA-Level-1-mondaishu.html (15430%OFF問題集溶と正

解付きで 30%ｗ特別割引コード: Freepdfdumps)

最新問題: 32
アプリケーションは、在庫の一貫性を保つために、常に 1つのプロセスのみを実行して在庫を更新します。こ
のプロセスの実行には 200ミリ秒 (0.2秒)かかります。したがって、アプリケーションのスケーラビリティ
しきい値は 1秒あたり 5件のリクエストです。
水平スケーリングを適用して Muleワーカーの数を増やすと、アプリケーションにどのような影響がありま
すか?
A.アプリケーションのスケーラビリティしきい値は、水平スケーリングに関係なく、1秒あたり5リクエスト
です。

B.プロセス実行時間の合計は 100ミリ秒 (0.1秒)になりました
C.アプリケーションのスケーラビリティしきい値は、1秒あたり10リクエストになりました。
D.すでに実行中のアプリケーションには水平スケーリングを適用できません
Answer: A (メーッセージを残す)
アプリケーションはデータの一貫性を維持するために一度に 1つのプロセスのみを処理するように設計され
ているため、水平スケーリングによって処理制限が増加しない理由は次のとおりです。

*単一プロセス制約:
*アプリケーションは一貫性を重視した設計のため、一度に 1つのトランザクションを処理するように制限
されています。つまり、水平スケーリング (ワーカーの追加)を行っても、この制限を超えて処理速度が上がる
ことはありません。

*実行時間:
*各リクエストには 200ミリ秒かかるため、1秒あたり 5件のリクエストが最大処理しきい値となります。
ワーカーの数を増やしても、この単一プロセスの制限は回避されません。

*正解（A）の説明：
*この制約はアプリケーションの設計に固有のものであるため、スケーラビリティは 1秒あたり 5件のリク
エストのままです。

*誤ったオプションの説明:
*オプション Bは実行時間の変更を示唆しますが、これは水平スケーリングの影響を受けません。
*オプション Cではスループットが 2倍になることを想定していますが、アプリケーションがシングルス
レッドであるため、これは不可能です。

*オプション Dは、水平スケーリングを適用できないことを示唆していますが、これは誤りです。ただし、こ
のコンテキストではスケーリングによってスループットは向上しません。
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参考資料: Muleアプリケーションのスケーリングと同時実行性の詳細については、アプリケーションのパ
フォーマンスとスケーリングの制限に関する MuleSoftのドキュメントを参照してください。

最新問題: 33
ある組織では、今日の引用をキャッシュする Quote of the Day APIを実装しています。
どのようなシナリオで、オブジェクトストアコネクタを介して CloudHubオブジェクトストアを使用し
て、キャッシュの状態を永続化できますか?
A. CloudHubへの API実装のデプロイメントが 1つあり、顧客がホストする Muleランタイムへの別のデプ
ロイメントがあり、キャッシュ状態を共有する必要がある場合。

B.キャッシュ状態を共有する必要のある 3つの CloudHubワーカーに API実装の CloudHubデプロイメン
トが 1つある場合。
C.キャッシュ状態を共有する必要がある 3つの別々の CloudHubリージョンに API実装の 3つの
CloudHubデプロイメントがある場合。
D.キャッシュ状態を共有する必要がある同じ CloudHubリージョンに、2つの Anypoint Platformビジネス
グループによる API実装の 2つの CloudHubデプロイメントがある場合。
Answer: A (メーッセージを残す)

最新問題: 34
共有ロードバランサで CloudHubを使用する場合、Anypoint Platformではなく API実装 (Muleアプリケー
ション)によって排他的に管理されるものは何ですか?
A. API実装に割り当てられたDNSエントリの数
B. API実装がHTTPSエンドポイントを公開するために使用するSSL証明書
C.各HTTPリクエストを特定のCloudHubワーカーに割り当てる
D.ログエントリをランタイムマネージャーで表示できるようにするログ設定
Answer: (解答を表示する)

最新問題: 35
ある組織が、OrderStatusシステム APIの新しい実装を CloudHubの複数のワーカーにデプロイしていま
す。この APIは組織のオンプレミスの注文管理システムの前面に配置されており、API実装によって IPsec
トンネル経由でアクセスされます。

通常、OrderStatusシステム APIのサービス停止を引き起こさないエラーの種類は何ですか?
A. API実装の初期展開中に API Managerが長時間停止しました
B.関連するAWSデータセンターへの大規模なネットワーク障害によりAWSリージョンがオフラインになる
C.組織のオンプレミスデータセンターのネットワーク障害のため、注文管理システムにアクセスできませ
ん。

D. CloudHubワーカーがメモリ不足例外で失敗する
Answer: C (メーッセージを残す)

最新問題: 36
Question 10: Skipped
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An API implementation returns three X-RateLimit-* HTTP response headers to a requesting API client. What
type of information do these response headers indicate to the API client?
A. The error codes that result from throttling
B. A correlation ID that should be sent in the next request
C. The HTTP response size
D. The remaining capacity allowed by the API implementation
Answer: (解答を表示する)
The remaining capacity allowed by the API implementation.
*****************************************
>> Reference: https://docs.mulesoft.com/api-manager/2.x/rate-limiting-and-throttling-sla-based-
policies#response-headers

最新問題: 37
What API policy would LEAST likely be applied to a Process API?
A. Rate limiting
B. Client ID enforcement
C. Custom circuit breaker
D. JSON threat protection
Answer: C (メーッセージを残す)

最新問題: 38
A European company has customers all across Europe, and the IT department is migrating from an older
platform to MuleSoft. The main requirements are that the new platform should allow redeployments with zero
downtime and deployment of applications to multiple runtime versions, provide security and speed, and
utilize Anypoint MQ as the message service.
Which runtime plane should the company select based on the requirements without additional network
configuration?
A. Anypoint Runtime Fabric on Self-Managed Kubernetes for the runtime plane
B. MuleSoft-hosted runtime plane (CloudHub)
C. Runtime Fabric on VMs / Bare Metal for the runtime plane
D. Customer-hosted runtime plane
Answer: B (メーッセージを残す)

最新問題: 39
APIでは、小さなメッセージペイロードに対してクライアントリクエスト (TPS)のレートが高くなります。
クライアントアプリケーションの種類に基づいて、APIに使用制限を課すにはどうすればよいでしょうか。
A. SLAベースのレート制限ポリシーを使用し、クライアントアプリケーションをそのタイプに基づいて一致
するSLA層に割り当てます。
B.クライアントアプリケーションの種類ごとにリクエスト数を制限するスパイク制御ポリシーを使用する
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C.クライアントアプリケーションの種類によって設定された、クロスオリジンリソース共有 (CORS)ポリ
シーを使用して、クライアントアプリケーション間のリソース共有を制限します。

D.レート制限ポリシーとクライアントID強制ポリシーを使用します。それぞれクライアントアプリケーショ
ンの種類によって設定されます。

Answer: A (メーッセージを残す)
SLAベースのレート制限ポリシーを使用し、クライアントアプリケーションをそのタイプに基づいて一致す
る SLA層に割り当てます。
****************************************
>>クライアントの種類に基づいてAPIに制限が課されるときはいつでも、SLA階層が作用します

最新問題: 40
ある組織では、今日の引用をキャッシュする Quote of the Day APIを実装しています。
What scenario can use the GoudHub Object Store via the Object Store connector to persist the cache's
state?
A.When there are three CloudHub deployments of the API implementation to three separate CloudHub
regions that must share the cache state
B.When there is one CloudHub deployment of the API implementation to three CloudHub workers that must
share the cache state
C.When there are two CloudHub deployments of the API implementation by two Anypoint Platform business
groups to the same CloudHub region that must share the cache state
D.When there is one deployment of the API implementation to CloudHub and anottV deployment to a
customer-hosted Mule runtime that must share the cache state
Answer: D (メーッセージを残す)

最新問題: 41
プロセス APIの実装を変更する必要があります。
この変更が APIクライアントに与える影響を最小限に抑える有効なアプローチは何ですか?
A.現在のプロセス APIの RAML定義を更新し、更新された RAML定義へのリンクを送信して APIクライア
ント開発者に通知します。

B. APIコンシューマーが新しいプロセスAPIまたはAPIバージョンへの移行の準備ができていることを確認す
るまで、変更を延期します。

C.プロセスAPIの実装に必要な変更を実装し、可能な限りプロセスAPIのRAML定義が変更されないようにし
ます。

D. Process APIの変更を新しい API実装に実装し、古い API実装が HTTPステータスコード 301 - Moved
Permanentlyを返すようにして、APIクライアントに新しい API実装を呼び出す必要があることを通知しま
す。

Answer: C (メーッセージを残す)
可能な限り、プロセス APIの RAML定義が変更されないように、プロセス API実装に必要な変更を実装しま
す。

****************************************
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質問の主な要件は次のとおりです。

>> APIクライアントに対するこの変更の影響を最小限に抑えるアプローチ
上記に基づき:
>>変更によってクライアント側で何か必須のことが要求される場合、RAML定義を更新すると APIクライ
アントに影響する可能性があります。したがって、本当に必要なとき以外は、これを行わないようにしてくだ

さい。

>>変更を完全に異なる APIとして実装し、3xxステータスコードでクライアントをリダイレクトすること
は、設計を混乱させ、APIクライアントに大きな影響を与えます。
>>組織と IT部門は、すべての API利用者が新しいプロセス APIまたは APIバージョンに移行する準備がで
きていることを認めるまで、必要な変更を単純に延期することはできません。これは非現実的であり、不可能

です。

変更を常に処理する最善の方法は、API実装に必要な変更を実装して、可能な限り APIの RAML定義が変更
されないようにすることです。

最新問題: 42
展示を参照してください。組織は Muleスタンドアロンランタイムを実行しており、Active Directoryを
Anypoint Platform外部 IDプロバイダーとして構成しています。組織には他のシステムコンポーネントのた
めの予算がありません。

特定の内部ユーザーグループへのアクセスを最も効果的に制限するには、組織内のすべての APIインスタン
スにどのようなポリシーを適用する必要がありますか?
A.基本認証 - LDAPポリシーを適用します。内部 Active Directoryがユーザー認証用の LDAPソースとして
構成されます。

B.クライアントID強制ポリシーを適用します。特定のユーザーグループは、特定のクライアント資格情報を
使用するようにクライアントアプリケーションを構成します。



C. IPホワイトリストポリシーを適用します。特定のユーザーのワークステーションのみがホワイトリストに
追加されます。

D. OAuth 2.0アクセストークン強制ポリシーを適用します。内部Active DirectoryがOAuthサーバーとして構
成されます。

Answer: A (メーッセージを残す)
基本認証 - LDAPポリシーを適用します。内部 Active Directoryがユーザー認証用の LDAPソースとして構
成されます。

****************************************
>> IPホワイトリストはこの目的には適していません。さらに、ユーザーのワークステーションは、ネット
ワーク内で必ずしも静的 IPを持つとは限りません。
>> OAuth 2.0の適用には、組織のシステムコンポーネントに含まれていないクライアントプロバイダーが
必要です。

>>すべてのユーザーが個別のクライアント資格情報を作成し、使用方法に合わせて構成できるようにするの
は効果的なアプローチではありません。

効果的な方法は、基本認証 - LDAPポリシーを適用することです。内部 Active Directoryは、ユーザーを認証
するための LDAPソースとして構成されます。

最新問題: 43
Anypoint Platformが提供する API呼び出しメトリクスは何を提供しますか?
A.ビジネスユーザーと直接共有できる APIからの ROIメトリック
B.特定の脅威しきい値を超える可能性のある将来のポリシー違反を積極的に特定する
C.過去の API呼び出しに関するデータ。さまざまな APIの異常や使用パターンの特定に役立ちます。
D.再利用レベルに基づくアプリケーションネットワークの有効性の測定
Answer: D (メーッセージを残す)

最新問題: 44
Anypoint Exchangeでは、APIプロデューサーによって、承認されたセマンティックバージョン管理プラク
ティスに従って APIがバージョン 3.1.1から 3.2.0に更新され、その変更は APIのパブリックポータルを通
じて通知されました。

新しいバージョンでは APIエンドポイントは変更されません。
APIクライアントの開発者はこの変更にどのように対応すべきでしょうか?
A.既存の機能の変更を理解するには、APIプロデューサーに連絡する必要があります。
B.更新はプロジェクトリスクとして識別され、このAPIを使用する機能の完全な回帰テストを実行する必要
があります。

C. APIプロデューサーは、古いバージョンを新しいバージョンと並行して実行するように要求される必要が
あります。

D. APIクライアントコードは、新しい機能を利用する必要がある場合にのみ変更する必要があります。
Answer: (解答を表示する)

最新問題: 45
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What Mule application deployment scenario requires using Anypoint Platform Private Cloud Edition or
Anypoint Platform for Pivotal Cloud Foundry?
A.すべてのAPIがプライベートであり、パブリッククラウドに公開されないことが求められる場合
B.規制要件により、メタデータを含むすべてのデータ項目のオンプレミス処理が義務付けられている場合
C.アプリケーションネットワーク内のすべてのバックエンドシステムが組織のイントラネットに展開され
ている場合

D.複数のデータセンターにわたってすべてのアプリケーションの高可用性を実現する必要がある場合
Answer: C (メーッセージを残す)

最新問題: 46
展示品を参照してください。

エンドツーエンドのビジネスプロセスをエクスペリエンス、プロセス、システム APIのコラボレーションに
分解する最適な方法は何ですか?
A)エンドユーザーアプリケーションのカスタマイズをエクスペリエンス APIレベルではなくプロセス API
レベルで処理する B)特定のプロセス APIまたはエクスペリエンス APIで現在必要とされていないデータを
システム APIが返すことを許可する C) 3つのレイヤー (エクスペリエンス API、プロセス API、システム
API)ごとに 1つの APIを作成することにより、常に階層化アプローチを使用する D)プロセス APIを使用し
て複数のシステム APIへの呼び出しを調整し、他のプロセス APIへの呼び出しは調整しない

A.オプションA
B.オプションB
C.オプションC
D.オプションD
Answer: (解答を表示する)
特定されたプロセス APIまたはエクスペリエンス APIで現在必要とされていないデータをシステム APIが
返すことを許可します。

****************************************
>>エンドユーザーアプリケーションのすべてのカスタマイズは、「エクスペリエンス API」でのみ処理する

必要があります。プロセス APIでは処理できません。
>>階層型アプローチを使用する必要がありますが、3つのレイヤーごとに 1つの APIを常に作成する必要
はありません。
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エクスペリエンス APIは 1つかもしれませんが、プロセス APIとシステム APIは複数になることがよくあ
ります。システム APIは、エンドシステムの前に構築される最小のモジュール APIであるため、常に複数に
なります。

>>プロセス APIは、システム APIだけでなく他のプロセス APIも呼び出すことができます。API主導の接
続には、プロセス APIが他のプロセス APIを呼び出すべきではないという反設計パターンはありません。
したがって、API主導の接続原則に従って意味をなす、指定されたオプションセットにおける正しい答えは、
特定されたプロセス APIまたはエクスペリエンス APIで現在必要とされていないデータをシステム APIが
返すようにすることです。

この方法により、将来のプロセス APIはシステム APIからそのデータを利用できるようになり、システム層
APIに何度も触れる必要がなくなります。

有効な MCPA-Level-1問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい MCPA-Level-1試験問題集！
GoShiken.comが最新の MCPA-Level-1試験問題集を提供しています。GoShiken.com MCPA-Level-1試
験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com MCPA-Level-1問題集をゲットする人
はこちら: https://www.goshiken.com/MuleSoft/MCPA-Level-1-mondaishu.html (15430%OFF問題集溶と正

解付きで 30%ｗ特別割引コード: Freepdfdumps)

最新問題: 47
API実装、APIクライアント、APIコンシューマーはどのように組み合わされて APIを呼び出して処理する
のでしょうか?
A. APIクライアントはAPIコンシューマーを作成し、APIからのAPI呼び出しを受信してAPI実装用に処理しま
す。

B. ApIクライアントはAPIコンシューマーを作成し、API呼び出しをAPI実装によって処理されるようにAPIに
送信します。

C. ApIコンシューマはAPIクライアントを作成し、API呼び出しをAPI実装によって処理されるようにAPIに送
信します。

D. APIコンシューマはAPI実装を作成し、APIからのAPI呼び出しを受信してAPIクライアント用に処理しま
す。
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Answer: (解答を表示する)

最新問題: 48
展示品を参照してください。

組織は、すべての CloudHubデプロイメントに対して 1つの特定の CloudHub (AWS)リージョンを使用しま
す。

組織の Muleアプリケーションがそのリージョンの CloudHubにデプロイされている場合、CloudHubワー
カーはどのようにしてアベイラビリティーゾーン (AZ)に割り当てられますか?
A.特定の環境に属するワーカーは、そのリージョン内の同じ AZに割り当てられます。
B. AZはMuleアプリケーションのデプロイメント構成の一部として選択されます
C.ワーカーは、そのリージョン内の利用可能なAZにランダムに分散されます。
D. Muleアプリケーションに対して AZがランダムに選択され、Muleアプリケーションのすべての
CloudHubワーカーがその 1つの AZに割り当てられます。
Answer: (解答を表示する)
正解:ワーカーは、そのリージョン内の利用可能な AZ全体にランダムに分散されます。
****************************************
>>現在、どの AWSリージョンを選択するかは制御できますが、どのアベイラビリティーゾーン (AZ)をどの
ワーカーに割り当てるかを決定するための構成やデプロイメントオプションを使用する制御はまったくあ

りません。

>>環境やアプリケーションに基づいてワーカーに AZを割り当てることに関しても、プラットフォームには
固定または暗黙のルールはありません。

>>これらは完全にランダムに割り当てられます。ただし、Cloudhubでは、すべてのワーカーが同じアプリ
ケーションに対して同じ AZに割り当てられないように、ワーカーを複数の AZに割り当てることで HAが
確実に実現されます。
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参照：

最新問題: 49
Anypoint Platformが提供する 4つの重要なプラットフォーム機能は何ですか?
A. APIのバージョン管理、APIランタイムの実行とホスティング、APIの呼び出し、APIコンシューマーのエ
ンゲージメント

B. APIの設計と開発、APIランタイムの実行とホスティング、APIのバージョン管理、APIの廃止
C. APIの設計と開発、APIランタイムの実行とホスティング、APIの運用と管理、APIコンシューマーのエン
ゲージメント

D. APIの設計と開発、APIの廃止、APIのバージョン管理、API消費者エンゲージメント
Answer: C (メーッセージを残す)
正解: APIの設計と開発、APIランタイムの実行とホスティング、APIの運用と管理、APIコンシューマーエン
ゲージメント

****************************************
>> API設計と開発 - Anypoint Studio、Anypoint Design Center、Anypoint Connectors
>> APIランタイム実行とホスティング - Muleランタイム、CloudHub、ランタイムサービス
>> API運用と管理 - Anypoint API Manager、Anypoint Exchange
>> APIコンシューマー管理 - API契約、パブリックポータル、Anypoint Exchange、APIノートブック
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最新問題: 50
多数の REST APIを実装する Muleアプリケーションは、組織外部からアクセスできない独自のサブネット
にデプロイされます。

外部のビジネスパートナーはこれらの APIにアクセスする必要がありますが、これらの APIは、パートナー
専用の別のサブネット (パートナーサブネット)からのみ呼び出すことができます。このサブネットはパブ
リックインターネットからアクセス可能であり、外部のパートナーがアクセスできます。

Anypoint Platformおよび Muleランタイムはすでにパートナーサブネットにデプロイされています。これら
の Muleランタイムはすでに APIにアクセスできます。
現在 APIを使用している他のアプリケーションへの影響を最小限に抑えながら、これらの要件に準拠するた
めの最もリソース効率の高いソリューションは何ですか?
A.パートナーによる利用のために各APIに追加のエンドポイントを追加します。
B. APIごとにAPIプロキシMuleアプリケーションを実装（または生成）し、APIプロキシをMuleランタイムにデ
プロイします。

C. APIを Muleアプリケーションとして複製し、Muleランタイムにデプロイします。
D. Muleランタイムを実行している同じサーバーに API実装を再デプロイします。
Answer: D (メーッセージを残す)

最新問題: 51
API主導の接続性のどのレイヤーが、主要なシステム、レガシーシステム、データソースなどのロックを解
除し、機能を公開することに重点を置いていますか?
A.エクスペリエンスレイヤー
B.プロセス層
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C.システム層
Answer: (解答を表示する)
正解:システム層

API主導の接続アプローチで使用される APIは、次の 3つのカテゴリに分類されます。
システム API -これらは通常、レコードのコアシステムにアクセスし、ユーザーを基盤システムの複雑さや
変更から隔離する手段を提供します。一度構築されると、多くのユーザーは基盤システムを学習することな

くデータにアクセスでき、複数のプロジェクトでこれらの APIを再利用できます。
プロセス API -これらの APIは、単一のシステム内またはシステム間で (データサイロを解体して)データと
対話してデータを形成します。これらの APIは、データの元となるソースシステムや、そのデータが配信さ
れるターゲットチャネルに依存せずにここで作成されます。

エクスペリエンス API -エクスペリエンス APIは、各チャネルに個別のポイントツーポイント統合を設定す
るのではなく、共通のデータソースからデータを再構成して、対象ユーザーが最も簡単にデータを利用でき

るようにするための手段です。エクスペリエンス APIは通常、APIファーストの設計原則に基づいて作成さ
れ、特定のユーザーエクスペリエンスを念頭に置いて APIが設計されます。

最新問題: 52
以下のどれを組み合わせて使用すると、IT運用モデルが効果的になりますか?
A.再利用可能な資産を作成し、作成した資産を組織全体でマーケティングし、資産が消費されているかどう
かを確認するために定期的に LOBレビューを実施します。
B.再利用可能なアセットを作成し、LOBチームがセルフサービスで APIを参照できるように検出可能にし、
アクティブなフィードバックと使用状況の指標を取得します。

C.再利用可能なアセットを作成し、LOBチームがセルフサービスで APIを参照できるように、それらを検出
可能にします。

Answer: (解答を表示する)
正解:再利用可能なアセットを作成し、それらを検出可能にして LOBチームがセルフサービスで APIを参照
できるようにし、アクティブなフィードバックと使用状況メトリックを取得します。
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****************************************

最新問題: 53
ある組織では、今日の引用をキャッシュする Quote of the Day APIを実装しています。
A.オブジェクトストアコネクタを介して GoudHubオブジェクトストアを使用してキャッシュの状態を永
続化できるシナリオは何ですか?
B. CloudHubへのAPI実装のデプロイメントが1つあり、顧客がホストするMuleランタイムへのottVデプロイ
メントが1つあり、キャッシュ状態を共有する必要がある場合
C. API実装のCloudHubデプロイメントが1つあり、キャッシュ状態を共有する必要がある3つのCloudHub
ワーカーがある場合

D. 2つのAnypoint PlatformビジネスグループによるAPI実装の2つのCloudHubデプロイメントが同じ
CloudHubリージョンにあり、キャッシュ状態を共有する必要がある場合
E. API実装のCloudHubデプロイメントが3つあり、キャッシュ状態を共有する必要がある3つの別々の
CloudHubリージョンにある場合
Answer: D (メーッセージを残す)

最新問題: 54
ある組織では、今日の引用をキャッシュする Quote of the Day APIを実装しています。
A. CloudHubへのAPI実装のデプロイメントが1つあり、顧客がホストするMuleランタイムへのottVデプロイ
メントが1つあり、キャッシュ状態を共有する必要がある場合
B. API実装のCloudHubデプロイメントが3つあり、キャッシュ状態を共有する必要がある3つの別々の
CloudHubリージョンにある場合
C.オブジェクトストアコネクタを介して GoudHubオブジェクトストアを使用してキャッシュの状態を永
続化できるシナリオは何ですか?
D. API実装のCloudHubデプロイメントが1つあり、キャッシュ状態を共有する必要がある3つのCloudHub
ワーカーがある場合
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E. 2つのAnypoint PlatformビジネスグループによるAPI実装の2つのCloudHubデプロイメントが同じ
CloudHubリージョンにあり、キャッシュ状態を共有する必要がある場合
Answer: A (メーッセージを残す)

最新問題: 55
CloudHub専用ロードバランサーを使用する必要がある条件は何ですか?
A.同じ Muleアプリケーションの別々のデプロイメント間でクロスリージョン負荷分散が必要な場合
B.顧客がホストする Muleランタイムにデプロイされた API実装にカスタム DNS名が必要な場合
C.複数の CloudHubワーカー間での API呼び出しを負荷分散する必要がある場合
D. API実装とAPIクライアント間でサーバー側負荷分散TLS相互認証が必要な場合
Answer: D (メーッセージを残す)
正解: API実装とAPIクライアント間でサーバー側負荷分散TLS相互認証が必要な場合
****************************************
事実/メモリのヒント: CloudHub専用ロードバランサには多くの利点がありますが、検討する際に心に留め
ておくべき重要な点が 2つあります。
>> CloudHubにデプロイされたアプリにカスタム DNS名を持つ URLエンドポイントを設定する
>> HTTPSと双方向 (相互)認証の両方に対してカスタム証明書を構成します。
これに関して提供されているオプションについて

>>私たち
DLBを使用して、同じ Muleアプリケーションの個別のデプロイメント間でクロスリージョン負荷分散を実
行することはできません。

>>複数の DLB URLが同じ Muleアプリを指すようにマッピングルールを設定できます。ただし、その逆
(複数の Muleアプリが同じ DLB URLを持つ)は不可能です。
>> DLBは Cloudhubにデプロイされた Muleアプリのカスタム DNS名の設定に役立ちますが、顧客がホス
トする Muleランタイムにデプロイされたアプリには当てはまりません。
>> DLBを使用して複数の CloudHubワーカー間で API呼び出しの負荷を分散できることは事実ですが、必
須ではありません。SLB (共有ロードバランサ)を使用しても同じこと (負荷分散)を実現できます。これを実
現するために必ずしも DLBが必要というわけではありません。
したがって、シナリオに適合し、DLBを使用する必要がある唯一の適切なオプションは、API実装と APIク
ライアント間で TLS相互認証が必要な場合です。

最新問題: 56
チームは Experience API仕様の強化を計画しており、API主導の接続設計原則に従っています。
APIを強化する動機は何ですか?
A.主要なAPIコンシューマーは、特定の種類のエンドポイントをCenter for Enablement標準からコンシュー
マーシステム標準に変更することを望んでいます。

B.基盤となるシステムAPIが更新され、頻繁に使用されるリソースのより詳細なデータが提供されるように
なりました。

C.開発環境とステージング環境のAPIインスタンスにIP許可リストポリシーが追加されています
D. APIに含まれるいくつかの種類のデータに影響を与える標準データモデルが採用されています。
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Answer: D (メーッセージを残す)
API主導の設計では、Experience APIが強化され、エンドユーザーアプリケーションへのデータの配信方法
が改善されます。

Experience APIを強化する主な理由の 1つは、標準データモデルなどの新しいデータ標準が採用される場
合です。その理由は次のとおりです。

*標準データモデル (CDM):
* CDMを採用すると、組織全体でデータ表現が標準化され、APIの一貫性が向上し、さまざまなサービスやア
プリケーションで使いやすくなります。

* Experience APIを更新すると、この標準化された形式でデータが提供されるようになり、相互運用性と再
利用性が向上します。

*正解（D）の説明：
* CDMは APIが提供するデータの構造とタイプに影響を与えます。また、この更新は、アプリケーションの
主要なインタラクションポイントである Experience APIに直接関係します。
*誤ったオプションの説明:
*オプション Aでは、消費者固有の標準に適応することになり、API主導の設計原則に反します。
*オプション Bにはシステム APIの変更が含まれますが、データ形式の調整が必要な場合を除き、エクスペ
リエンス APIへの変更は直接的には必須ではありません。
*オプション C (IP許可リスト)は、API設計ではなくセキュリティに関連し、APIの機能強化を促すもので
はありません。

参考資料 API主導のアーキテクチャでの標準データモデルの使用の詳細については、MuleSoftのデータ標
準化に関するガイドラインと Experience APIのベストプラクティスを参照してください。

最新問題: 57
プロセス APIの実装を変更する必要があります。
この変更が APIクライアントに与える影響を最小限に抑える有効なアプローチは何ですか?
A. Process APIの変更を新しい API実装に実装し、古い API実装が HTTPステータスコード 301 - Moved
Permanentlyを返すようにして、APIクライアントに新しい API実装を呼び出す必要があることを通知しま
す。

B. APIコンシューマーが新しいプロセスAPIまたはAPIバージョンへの移行の準備ができていることを確認す
るまで、変更を延期します。

C.プロセスAPIの実装に必要な変更を実装し、可能な限りプロセスAPIのRAML定義が変更されないようにし
ます。

D.現在のプロセス APIの RAML定義を更新し、更新された RAML定義へのリンクを送信して APIクライア
ント開発者に通知します。

Answer: C (メーッセージを残す)

最新問題: 58
どの Muleアプリケーション展開シナリオで、Anypoint Platform Private Cloud Editionまたは Anypoint
Platform for Pivotal Cloud Foundryを使用する必要がありますか?
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A.複数のデータセンターにわたってすべてのアプリケーションの高可用性を実現する必要がある場合
B.すべてのAPIがプライベートであり、パブリッククラウドに公開されないことが求められる場合
C.規制要件により、メタデータを含むすべてのデータ項目のオンプレミス処理が義務付けられている場合
D.アプリケーションネットワーク内のすべてのバックエンドシステムが組織のイントラネットに展開され
ている場合

Answer: C (メーッセージを残す)
正解:規制要件により、メタデータを含むすべてのデータ項目のオンプレミス処理が義務付けられている場
合。

****************************************
以下の場合、Anypoint Platform PCEまたは PCFを使用する必要はありません。したがって、これらのオプ
ションは無効です。

>> CloudHubを使用すると、複数のデータセンターにわたってすべてのアプリケーションの高可用性を実現
できます。

>> Anypoint VPNと CloudHubからのトンネリングを使用して、組織のイントラネットに展開されているア
プリケーションネットワーク内のすべてのバックエンドシステムに接続できます。

>> Anypoint VPCとファイアウォールルールを使用して、すべての APIをプライベートにし、パブリックク
ラウドに公開しないようにすることができます。

指定されたオプションの中で、Anypoint Platform PCE/PCFの使用が求められる唯一の有効な理由は、規制要
件により、メタデータを含むすべてのデータ項目のオンプレミス処理が義務付けられている場合です。

最新問題: 59
Anypoint Platform REST API、Anypoint CLI、Mule Mavenプラグインなどのツールを使用して Anypoint
Platformとのやり取りを自動化することについて正しいのはどれですか?
A. Anypoint Platform APIと Anypoint CLIへのアクセスは、Anypoint Platformのロールと権限を通じて個別
に制御できるため、特定のユーザーは Anypoint CLIにアクセスでき、他のユーザーはプラットフォーム API
にアクセスできます。

B.デフォルトでは、Anypoint CLIと Mule Mavenプラグインは Muleランタイムに含まれていないため、デ
プロイされた Muleアプリケーションでは使用できません。
C. APIポリシーを Anypoint Platform APIに適用して、特定の LOBのみが特定の機能にアクセスできるよう
にすることができます。

D. Anypoint Platform APIは CloudHubとのやり取りのみを自動化できますが、顧客がホストする Muleラン
タイムへの展開には Mule Mavenプラグインが必要です。
Answer: B (メーッセージを残す)

最新問題: 60
API主導の接続性と呼ばれるフレームワーク内で作成された APIの機能で通常含まれないものは何ですか?
A.基盤となるバックエンドシステムの上に追加の耐障害性レイヤーを提供し、それによってクライアント
をこれらのシステムの長期にわたる障害から保護します。

https://www.jpnpdf.com/MuleSoft.MCPA-Level-1.v2025-03-11.q121-mondaishu.html
https://www.jpnpdf.com/MuleSoft.MCPA-Level-1.v2025-03-11.q121-mondaishu.html


B.バックエンドシステムからデータがどのように抽出されるかを意識せずに、基礎となる資産を消費する
ことで、ユーザーインターフェイスレベルでのイノベーションを可能にします。

C.バックエンドシステムからデータを再利用可能かつ消費可能な方法でロック解除することで、基盤とな
るバックエンドシステムへの依存を軽減します。

D.さまざまなソースからデータを作成し、オーケストレーションロジックと組み合わせて、より高いレベル
の価値を生み出すことができます。

Answer: A (メーッセージを残す)
説明

https://dzone.com/articles/api-led-connectivity-with-mule

最新問題: 61
展示品を参照してください。

エンドツーエンドのビジネスプロセスをエクスペリエンス、プロセス、システム APIのコラボレーションに
分解する最適な方法は何ですか?
A)エンドユーザーアプリケーションのカスタマイズをエクスペリエンス APIレベルではなくプロセス API
レベルで処理する

B)システムAPIが、特定されたプロセスAPIまたはエクスペリエンスAPIで現在必要とされていないデータを
返すことを許可する
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C) 3つのレイヤー (エクスペリエンス、プロセス、システム API)ごとに 1つの APIを作成し、常に階層化ア
プローチを使用します。

D)Use a Process API to orchestrate calls to multiple System APIs, but NOT to other Process APIs

A. Option A
B. Option B
C. Option C
D. Option D
Answer: (解答を表示する)
Allow System APIs to return data that is NOT currently required by the identified Process or Experience
APIs.
*****************************************
>> All customizations for the end-user application should be handled in "Experience API" only. Not in
Process API
>> We should use tiered approach but NOT always by creating exactly one API for each of the 3 layers.
Experience APIs might be one but Process APIs and System APIs are often more than one. System APIs for
sure will be more than one all the time as they are the smallest modular APIs built in front of end systems.
>> Process APIs can call System APIs as well as other Process APIs. There is no such anti-design pattern
in API-Led connectivity saying Process APIs should not call other Process APIs.
So, the right answer in the given set of options that makes sense as per API-Led connectivity principles is to
allow System APIs to return data that is NOT currently required by the identified Process or Experience
APIs.
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This way, some future Process APIs can make use of that data from System APIs and we need NOT touch
the System layer APIs again and again.

有効な MCPA-Level-1問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい MCPA-Level-1試験問題集！
GoShiken.comが最新の MCPA-Level-1試験問題集を提供しています。GoShiken.com MCPA-Level-1試
験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com MCPA-Level-1問題集をゲットする人
はこちら: https://www.goshiken.com/MuleSoft/MCPA-Level-1-mondaishu.html (15430%OFF問題集溶と正

解付きで 30%ｗ特別割引コード: Freepdfdumps)

最新問題: 62
What should be ensured before sharing an API through a public Anypoint Exchange portal?
A. The visibility level of the API instances of that API that need to be publicly accessible should be set to
public visibility
B. The users needing access to the API should be added to the appropriate role in Anypoint Platform
C. The API should be functional with at least an initial implementation deployed and accessible for users to
interact with
D. The API should be secured using one of the supported authentication/authorization mechanisms to
ensure that data is not compromised
Answer: (解答を表示する)
Explanation
https://docs.mulesoft.com/exchange/to-share-api-asset-to-portal

最新問題: 63
展示品を参照してください。
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API主導の接続性とアプリケーションネットワークの意味で有効な APIとは何でしょうか?
A) TCP経由の Java RMI

B) TCP経由の Java RMI



C) HOP経由の CORBA

D) UDP経由のXML

A.オプションD
B.オプションB
C.オプションC



D.オプションA
Answer: B (メーッセージを残す)

最新問題: 64
展示を参照してください。組織は Muleスタンドアロンランタイムを実行しており、Active Directoryを
Anypoint Platform外部 IDプロバイダーとして構成しています。組織には他のシステムコンポーネントのた
めの予算がありません。

特定の内部ユーザーグループへのアクセスを最も効果的に制限するには、組織内のすべての APIインスタン
スにどのようなポリシーを適用する必要がありますか?
A. OAuth 2.0アクセストークン強制ポリシーを適用します。内部Active DirectoryがOAuthサーバーとして構
成されます。

B.クライアントID強制ポリシーを適用します。特定のユーザーグループは、特定のクライアント資格情報を
使用するようにクライアントアプリケーションを構成します。

C.基本認証 - LDAPポリシーを適用します。内部 Active Directoryがユーザー認証用の LDAPソースとして
構成されます。

D. IPホワイトリストポリシーを適用します。特定のユーザーのワークステーションのみがホワイトリストに
追加されます。

Answer: C (メーッセージを残す)

最新問題: 65
APIでは、小さなメッセージペイロードに対してクライアントリクエスト (TPS)のレートが高くなります。
クライアントアプリケーションの種類に基づいて、APIに使用制限を課すにはどうすればよいでしょうか。
A.クライアントアプリケーションの種類ごとにリクエスト数を制限するスパイク制御ポリシーを使用する
B.クライアントアプリケーションの種類によって設定された、クロスオリジンリソース共有 (CORS)ポリ
シーを使用して、クライアントアプリケーション間のリソース共有を制限します。

C. SLAベースのレート制限ポリシーを使用し、クライアントアプリケーションをそのタイプに基づいて一致
するSLA層に割り当てます。
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D.レート制限ポリシーとクライアントID強制ポリシーを使用します。それぞれクライアントアプリケーショ
ンの種類によって設定されます。

Answer: C (メーッセージを残す)

最新問題: 66
API主導の接続性と呼ばれるフレームワーク内で作成された APIの機能で通常含まれないものは何ですか?
A.基盤となるバックエンドシステムの上に追加の耐障害性レイヤーを提供し、それによってクライアント
をこれらのシステムの長期にわたる障害から保護します。

B.バックエンドシステムからデータがどのように抽出されるかを意識せずに、基礎となる資産を消費する
ことで、ユーザーインターフェイスレベルでのイノベーションを可能にします。

C.バックエンドシステムからデータを再利用可能かつ消費可能な方法でロック解除することで、基盤とな
るバックエンドシステムへの依存を軽減します。

D.さまざまなソースからデータを作成し、オーケストレーションロジックと組み合わせて、より高いレベル
の価値を生み出すことができます。

Answer: (解答を表示する)
これらは、基盤となるバックエンドシステムの上に追加の回復力レイヤーを提供し、それによってクライア

ントをこれらのシステムの長期的な障害から保護します。

****************************************
API主導の接続では、
>>エクスペリエンス API -バックエンドシステムからデータがどのように抽出されるかを意識せずに、基
盤となるアセットを消費することで、ユーザーインターフェイスレベルでのイノベーションを可能にしま

す。

>>プロセスAPI -さまざまなソースからデータを作成し、オーケストレーションロジックと組み合わせて、
より高いレベルの価値を生み出します

>>システム API -バックエンドシステムからデータを再利用可能かつ消費可能な方法でロック解除できる
ようにすることで、基盤となるバックエンドシステムへの依存を軽減します。

However, they NEVER promise that they provide an additional layer of resilience on top of the underlying
backend system, thereby insulating clients from extended failure of these systems.
https://dzone.com/articles/api-led-connectivity-with-mule

最新問題: 67
パブリック Anypoint Exchangeポータルを通じて APIを共有する前に確認すべきことは何ですか?
A.公開アクセスが必要なAPIインスタンスの可視性レベルは、パブリック可視性に設定する必要がありま
す。

B. APIへのアクセスが必要なユーザーは、Anypoint Platformの適切なロールに追加する必要があります。
C. APIは少なくとも初期実装が展開され、ユーザーが操作できるようにアクセス可能で機能する必要があり
ます。

D.データが侵害されないように、サポートされている認証/承認メカニズムのいずれかを使用して APIを保
護する必要があります。

Answer: A (メーッセージを残す)
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パブリックにアクセスできるようにする必要がある APIの APIインスタンスの可視性レベルは、パブリック
可視性に設定する必要があります。

****************************************

最新問題: 68
組織では、さまざまなクラウドベースの SaaSシステムと複数のオンプレミスシステムを使用しています。
オンプレミスシステムは組織のアプリケーションネットワークの重要な部分であり、組織のイントラネッ

ト内からのみアクセスできます。

クラウドベースの SaaSシステムとオンプレミスシステムの両方との統合をサポートするために Anypoint
Platformを構成して使用する最適な方法は何ですか?
A. Anypoint Platform Private Cloud Editionコントロール plによって管理される Anypoint VPCで CloudHub
でデプロイされた Muleランタイムを使用する

B. MuleSoftがホストするAnypoint Platformで管理される共有ワーカークラウドでCloudHubにデプロイされ
たMuleランタイムを使用する

C. Anypoint Platform Private Cloud Editionコントロールプレーンによって管理され、外部ネットワークア
クセスなしで完全に分離された Muleランタイムのオンプレミスインストールを使用します。



D. MuleSoftプラットフォームコントロールプレーンによって管理される、CloudHubでデプロイされたオ
ンプレミス Muleランタイムと手動でプロビジョニングされたオンプレミス Muleランタイムの組み合わせ
を使用します。

Answer: B (メーッセージを残す)
説明/参照:

最新問題: 69
Refer to the exhibit.
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what is true when using customer-hosted Mule runtimes with the MuleSoft-hosted Anypoint Platform control
plane (hybrid deployment)?
A. Anypoint Runtime Manager initiates a network connection to a Mule runtime in order to deploy Mule
applications
B. The MuleSoft-hosted Shared Load Balancer can be used to load balance API invocations to the Mule
runtimes
C. API implementations can run successfully in customer-hosted Mule runtimes, even when they are unable
to communicate with the control plane
D. Anypoint Runtime Manager automatically ensures HA in the control plane by creating a new Mule runtime
instance in case of a node failure
Answer: C (メーッセージを残す)
Correct answer: API implementations can run successfully in customer-hosted Mule runtimes, even when
they are unable to communicate with the control plane.
*****************************************
>> We CANNOT use Shared Load balancer to load balance APIs on customer hosted runtimes

>> For Hybrid deployment models, the on-premises are first connected to Runtime Manager using Runtime
Manager agent. So, the connection is initiated first from On-premises to Runtime Manager. Then all control
can be done from Runtime Manager.
>> Anypoint Runtime Manager CANNOT ensure automatic HA. Clusters/Server Groups etc should be
configured before hand.
Only TRUE statement in the given choices is, API implementations can run successfully in customer-hosted
Mule runtimes, even when they are unable to communicate with the control plane. There are several
references below to justify this statement.
References:
https://docs.mulesoft.com/runtime-manager/deployment-strategies#hybrid-deployments
https://help.mulesoft.com/s/article/On-Premise-Runtimes-Disconnected-From-US-Control-Plane-
June-18th-2018
https://help.mulesoft.com/s/article/Runtime-Manager-cannot-manage-On-Prem-Applications-and-Servers-
from-US-Control-Plane-June-25th-2019
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https://help.mulesoft.com/s/article/On-premise-Runtimes-Appear-Disconnected-in-Runtime-Manager-
May-29th-2018



最新問題: 70
Anypoint Platformが提供する API呼び出しメトリクスは何を提供しますか?
A.特定の脅威しきい値を超える可能性のある将来のポリシー違反を積極的に特定する
B.ビジネスユーザーと直接共有できる APIからの ROIメトリック
C.再利用レベルに基づくアプリケーションネットワークの有効性の測定
D.過去の API呼び出しに関するデータ。さまざまな APIの異常や使用パターンの特定に役立ちます。
Answer: D (メーッセージを残す)

最新問題: 71
Anypoint Platformでクライアント管理に外部 IDプロバイダーを使用する場合の主な要件は何ですか?
A. Anypoint Platformにサインインするにはシングルサインオンが必要です
B.アプリケーションネットワークには、アイデンティティプロバイダと対話するシステムAPIが含まれてい
る必要があります。

C. Anypoint Platformによって管理される OAuth 2.0で保護された APIを呼び出すには、APIクライアント
は同じアイデンティティプロバイダによって発行されたアクセストークンを送信する必要があります。

D. Anypoint Platformによって管理される APIは、SAML 2.0ポリシーによって保護される必要があります。
Answer: C (メーッセージを残す)
https://www.folkstalk.com/2019/11/mulesoft-integration-and-platform.html説明:
Anypoint Platformによって管理されるOAuth 2.0で保護されたAPIを呼び出すには、APIクライアントは同じ
アイデンティティプロバイダによって発行されたアクセストークンを送信する必要があります。
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****************************************
>>クライアント管理には外部のIDプロバイダを使用しているため、Anypoint Platformにサインインするため
にシングルサインオンは必要ありません。

>>クライアント管理に外部のアイデンティティプロバイダを使用しているため、Anypoint Platformによっ
て管理されるすべての APIを SAML 2.0ポリシーで保護する必要はありません。
>>クライアント管理に外部 IDプロバイダーを使用しているため、アプリケーションネットワークに IDプ
ロバイダーと対話するシステム APIを含める必要があるというのは正しくありません。指定されたオプショ
ンで正しいのは、「Anypoint Platformによって管理される OAuth 2.0で保護された APIを呼び出すには、API

クライアントは同じ IDプロバイダーによって発行されたアクセストークンを送信する必要があります」の

みです。参照:
https://docs.mulesoft.com/api-manager/2.x/external-oauth-2.0-token-validation-policy
https://blogs.mulesoft.com/dev/api-dev/api-security-ways-to-authenticate-and-authorize/

最新問題: 72
組織は、最新の API (MuleSoftの定義による)を使用して再利用可能な IT資産の消費を重視する IT運用モデ
ルに移行するという戦略的決定を下します。

この新しい IT運用モデルに関連して、各最新 APIを最もよく表すものは何ですか?
A.最新のAPIにはそれぞれ独自のソフトウェア開発ライフサイクルがあり、ドキュメント作成や自動化の必
要性が軽減されます。

B.各モデム APIは製品のように扱われ、特定の対象ユーザー (たとえば、モバイルアプリ開発者)向けに設
計される必要があります。

C.各モダンAPIは簡単に使用できる必要があるため、SAMLやJWTなどの複雑な認証メカニズムは避けるべ
きです。

D.最新のAPIはRESTとHTTPベースでなければならない
Answer: (解答を表示する)
正解:
1.各最新APIは製品のように扱われ、特定の対象ユーザー（モバイルアプリ開発者など）向けに設計される必
要がある

****************************************
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フォームの下部

フォームの先頭

最新問題: 73
スケジュールされた間隔で APIとエンドポイントを監視し、テストの合格または不合格に関するレポートを
受信し、APIとエンドポイントのパフォーマンスに関する統計を表示するコンポーネントはどれですか?
A. API分析
B. Anypoint Monitoringダッシュボード
C. APT機能監視
D. Anypoint Runtime Managerアラート
Answer: C (メーッセージを残す)
* API機能監視の理解:
* API機能モニタリングは、MuleSoftの Anypointプラットフォーム内の機能であり、ユーザーはスケジュー
ルされた間隔で機能テストを実行して、APIとエンドポイントの健全性とパフォーマンスを監視できます。
*テスト呼び出しを実行し、応答が目的の条件を満たしているかどうかを評価することで、APIが期待どおり
に機能しているかどうかを確認します。これは、エンドポイントの可用性をテストしたり、応答内の特定の

データを確認したり、時間の経過に伴う APIパフォーマンスを測定したりする場合などに特に役立ちます。
*コンポーネントの機能:
*スケジュールされた間隔:機能監視では、監視要件に応じて、毎分、毎時間、または毎日などの定期的な間隔
でテストを実行するように構成できます。

*テストの合格/不合格ステータスのレポート:各テストの実行後、API機能モニタリングは、APIがテスト条
件に合格したか不合格になったかを報告します。

*パフォーマンス統計:平均応答時間、成功率、エラー率などの指標が表示され、APIの健全性とパフォーマン
スに関する洞察が得られます。

*オプションの評価:
*オプション A (API分析): API分析では、APIの使用状況とメトリックに関する分析情報が提供されますが、
合格/不合格ステータスやエンドポイントのヘルスチェックのスケジュールされたテストは含まれません。
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*オプション B (Anypointモニタリングダッシュボード):これらのダッシュボードには APIメトリクスが表
示されますが、APIエンドポイントを積極的にテストしたり、スケジュールに基づいて合格/不合格のレポー
トを提供したりすることはありません。

*オプション C (正解): API機能モニタリングは、スケジュールされたテスト実行で APIとエンドポイントの
健全性を監視し、パフォーマンスに関する統計を表示するように設計されているため、説明に適合します。

*オプション D (Anypoint Runtime Managerアラート): Runtime Managerアラートは、アプリケーションス
テータスの問題をユーザーに通知しますが、スケジュールされた間隔でエンドポイントを積極的にテストす

ることはありません。

*結論：
*オプション C (API機能モニタリング)は、API機能をテストし、エンドポイントの状態を監視し、パフォー
マンス統計をリアルタイムで表示するために必要なツールを提供するため、正解です。

Anypoint Platformでこれらのテストをセットアップおよび構成する方法の詳細については、API機能モニタ
リングに関する MuleSoftのドキュメントを参照してください。

最新問題: 74
コード中心の APIドキュメント環境では、APIコンシューマーが、代表的なシナリオの一部として 1つ以上
の APIの呼び出しを示す APIクライアントソースコードを調査および実行できるようにする必要がありま
す。

Anypoint Platformを使用して、このようなコード中心の APIドキュメント環境を提供する最も効果的な方法
は何ですか?
A.関連する各APIのモックサービスを有効にし、Anypoint Exchangeエントリを介して公開します。
B. APIがAnypoint ExchangeエントリとAPIコンソールを通じて適切に文書化されていることを確認し、これ
らのページをすべてのAPIコンシューマーと共有します。
C. APIノートブックを作成し、関連するAnypoint Exchangeエントリに含めます。
D. Anypoint Exchangeエントリを介して関連するAPIを検出可能にする
Answer: C (メーッセージを残す)
APIノートブックを作成し、関連するAnypoint Exchangeエントリに含める
****************************************
>> APIノートブックは、コード中心のAPIドキュメントを提供できるAnypoint Platformの1つです。

最新問題: 75
What CANNOT be effectively enforced using an API policy in Anypoint Platform?
A. Logging HTTP requests and responses
B. Guarding against Denial of Service attacks
C. Maintaining tamper-proof credentials between APIs
D. Backend system overloading
Answer: A (メーッセージを残す)

最新問題: 76
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ある組織では、Center for Enablement (C4E)を設立したいと考えています。ITディレクターは、ITシニアマ
ネージャーとの一連の会議をスケジュールします。

最初の会議の議題には何を含めるべきでしょうか?
A. C4Eの目的、ミッションステートメント、指針、
B. MuleSoftを通じて特定されたユースケースに基づいて API収益化オプションを探索する
C.ログ記録、監査、例外処理、キャッシュ、ポリシーによるセキュリティ、ポリシーによるレート制限/スロッ
トリングに関する共通サービスのベストプラクティスのウォークスルー

D. MuleSoft統合部門の運用モデルを指定します
Answer: A (メーッセージを残す)
イネーブルメントセンター (C4E)を設立するための最初の会議では、チームの基本的なビジョン、目標、お
よび指針を定めることが不可欠です。これが重要である理由は次のとおりです。

*明確なビジョンとミッション:
*最初にミッションステートメントと目標を定義することで、組織内の整合性が確保され、API主導の開発
と統合の実践をサポートする C4Eの役割が明確になります。
*指導原則:
*ガイドラインを確立することで、C4Eはプロジェクト間で一貫した実践と戦略を維持できるようになりま
す。これは意思決定のフレームワークとして機能し、ITリーダーと関係者の間で共通の理解を促進します。
*正解（A）の説明：
* C4Eの目的と使命を優先することで、組織は強固な基盤を構築し、技術標準、プロセス、運用モデルに焦点
を当てた後続の会議への道を開きます。

*誤ったオプションの説明:
*オプション B (API収益化)とオプション C (共通サービスのベストプラクティス)は、後で議論するのに適
した特定のトピックです。

*オプション D (運用モデルの指定)は重要なステップですが、通常は C4Eの目的とビジョンの確立後に行わ
れます。

参考資料 C4Eの目的と基本的な設定の詳細については、C4Eの確立と、そのような取り組みに推奨される役
割とミッションステートメントに関する MuleSoftのドキュメントを参照してください。

有効な MCPA-Level-1問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい MCPA-Level-1試験問題集！
GoShiken.comが最新の MCPA-Level-1試験問題集を提供しています。GoShiken.com MCPA-Level-1試
験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com MCPA-Level-1問題集をゲットする人
はこちら: https://www.goshiken.com/MuleSoft/MCPA-Level-1-mondaishu.html (15430%OFF問題集溶と正

解付きで 30%ｗ特別割引コード: Freepdfdumps)

最新問題: 77
組織は、最新の API (MuleSoftの定義による)を使用して再利用可能な IT資産の消費を重視する IT運用モデ
ルに移行するという戦略的決定を下します。

この新しい IT運用モデルに関連して、各最新 APIを最もよく表すものは何ですか?
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A.各モデム APIは製品のように扱われ、特定の対象ユーザー (たとえば、モバイルアプリ開発者)向けに設
計される必要があります。

B.最新のAPIにはそれぞれ独自のソフトウェア開発ライフサイクルがあり、ドキュメント作成や自動化の必
要性が軽減されます。

C.各モダンAPIは簡単に使用できる必要があるため、SAMLやJWTなどの複雑な認証メカニズムは避けるべ
きです。

D.最新のAPIはRESTとHTTPベースでなければならない
Answer: D (メーッセージを残す)

最新問題: 78
Anypoint Platform REST API、Anypoint CU、Mule Mavenプラグインなどのツールを使用して Anypoint
Platformとのやり取りを自動化することについて正しいのは何ですか?
A. Anypoint Platform APIと Anypoint CUへのアクセスは、Anypoint Platformのロールと権限を通じて個別
に制御できるため、特定のユーザーは Anypoint CLIにアクセスでき、他のユーザーはプラットフォーム API
にアクセスできます。

B. APIポリシーをAnypoint Platform APIに適用して、特定のLOBのみが特定の機能にアクセスできるように
することができます。

C. Anypoint Platform APIは CloudHubとのやり取りのみを自動化できますが、顧客がホストする Muleラン
タイムへの展開には Mule Mavenプラグインが必要です。
D.デフォルトでは、Anypoint CLIと Mule Mavenプラグインは Muleランタイムに含まれていないため、デ
プロイされた Muleアプリケーションでは使用できません。
Answer: (解答を表示する)

最新問題: 79
Anypoint Platform組織は、ID管理とクライアント管理のために外部 IDプロバイダー (IdP)を使用して設定
されています。Anypoint Platform APIに対してコマンドを実行するには、Anypoint CLIにどのような資格情
報またはトークンを提供する必要がありますか?
A. ID管理のためにIdPが提供する資格情報
B.クライアント管理のためにIdPによって提供される資格情報
C.クライアント管理用に IdPから提供された資格情報を使用して生成された OAuth 2.0トークン
D. ID管理のためにIdPによって提供された資格情報を使用して生成されたOAuth 2.0トークン
Answer: A (メーッセージを残す)
正解: ID管理のためにIdPが提供する資格情報
****************************************
参照：

>> Anypoint CLI経由で認証するためのクライアント/IDプロバイダーからの OAuth 2.0トークンはサポート
されていません。使用可能なトークンは、https://anypoint.mulesoft.com/accounts/loginの Anypoint組織/環境
クライアント IDとシークレットを使用してのみ生成される「ベアラートークン」のみです。クライアントプ

ロバイダーのクライアント資格情報ではありません。したがって、OAuth 2.0は使用できません。さらに、
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トークンは主に APIマネージャーの目的のためであり、ユーザーに関連付けられていません。この Mulesoft
Knowledge記事に従って、ほとんどの API (Cloudhubなど)を呼び出すために使用することはできません。
>> Anypoint CLIで許可されているもう 1つのオプションは、クライアント資格情報を使用することです。ク
ライアントプロバイダーのクライアント資格情報を使用することは可能ですが、クライアント管理で接続さ

れたアプリケーションを設定する必要がありますが、質問で説明されているシナリオではそのような詳細は

提供されていません。

>>残された唯一の選択肢は、IDプロバイダーからのユーザー認証情報を使用することです

最新問題: 80
REST API実装のバージョン 3.0.1では、ISO 8601 hh:mm:ss形式を使用して PST時間で時間値を表しま
す。API実装を変更して、代わりに ISO 8601 hh:mm:ss形式を使用して CEST時間で時間値を表す必要があ
ります。semver.orgのセマンティックバージョン管理仕様に従う場合、更新された API実装にどのバージョ
ンを割り当てる必要がありますか?
A. 3.0.2
B. 4.0.0
C. 3.1.0
D. 3.0.1
Answer: B (メーッセージを残す)
正解: 4.0.0
****************************************
semver.orgのセマンティックバージョン管理仕様によると:
バージョン番号 MAJOR.MINOR.PATCHが指定されている場合、次の値を増分します。
-互換性のない API変更を行った場合のメジャーバージョン。
-下位互換性のある方法で機能を追加する場合のマイナーバージョン。
-下位互換性のあるバグ修正を行う場合の PATCHバージョン。
質問で示されたシナリオによると、API実装の動作は完全に変更されています。時間の形式は引き続き
hh:mm:ssとして維持され、形式に関するスキーマは変更されていませんが、時代が完全に変わるため、この
変更後、APIは異なる機能を開始します。
例:変更前は、時間は PSTを表す 09:00:00と表示されていました。変更後は、中央ヨーロッパ夏時間が太平
洋標準時間より 9時間進んでいるため、同じ時間は 18:00:00になります。
>>これにより、API応答で時間を処理する方法に応じて、APIクライアントで不確実な動作が発生する可能
性があります。すべての APIクライアントに、API機能が変更され、CEST形式で返されることを通知する必
要があります。したがって、これはメジャー変更と見なされ、この新しい変更の APIバージョンは 4.0.0にな
ります。

最新問題: 81
システム APIには、リクエストごとに 100ミリ秒の SLAが保証されています。システム APIは、プライマリ
環境と災害復旧 (DR)環境に展開され、各環境では DNS名が異なります。アップストリームプロセス APIが
システム APIを呼び出します。このプロセス APIの主な目的は、クライアントのリクエストに最短時間で応
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答することです。システム APIはどのような順序で呼び出す必要がありますか。また、プロセス APIからの
リクエストの応答時間を短縮するには、どのような変更を加える必要がありますか。

A.プライマリ環境にデプロイされたシステムAPIとDR環境にデプロイされたシステムAPIを並行して呼び出
し、最初の応答のみを使用します。

B.タイムアウトが設定されたスキャッターギャザーを使用して、プライマリ環境にデプロイされたシステム
APIとDR環境にデプロイされたシステムAPIを並行して呼び出し、応答をマージします。
C.プライマリ環境にデプロイされたシステムAPIを呼び出し、失敗した場合はDR環境にデプロイされたシス
テムAPIを呼び出す
D.プライマリ環境にデプロイされたシステムAPIのみを呼び出し、断続的な障害を回避するためにタイムア
ウトと再試行ロジックを追加します。

Answer: A (メーッセージを残す)
正解:プライマリ環境にデプロイされたシステム APIと DR環境にデプロイされたシステム APIを並行して
呼び出し、最初の応答のみを使用します。

****************************************
>>与えられたシナリオにおける API要件は、可能な限り最短時間で応答することです。
>>最初にプライマリ環境で APIを試し、次に DR環境で APIにフォールバックすることを提案するオプ
ションでは、応答は成功しますが、最短時間は得られません。したがって、これは特定の要件に対する実装の

正しい選択ではありません。

>>プライマリ環境でのみ APIを呼び出し、タイムアウトと再試行を追加することを提案する別のオプショ
ンも、再試行時に応答が成功する可能性がありますが、最短時間ではありません。したがって、これも特定の

要件に対する実装の正しい選択ではありません。

>>スキャッターギャザーを使用してプライマリ環境の APIと DR環境の APIを並行して呼び出すことを提
案するもう 1つのオプションは、マージされた結果を返すため間違った API応答になり、さらに、スキャッ
ターギャザーは並列で処理を行いますが、そのスコープは内部のすべてのルートを終了したときにのみ完了

します。したがって、これもまた、特定の要件に対する実装の正しい選択ではありません。正しい選択は、プ

ライマリ環境の APIと DR環境の APIを並行して呼び出し、それらのいずれかから受信した最初の応答のみ
を使用することです。

最新問題: 82
CloudHub専用ロードバランサーを使用する必要がある条件は何ですか?
A.同じ Muleアプリケーションの別々のデプロイメント間でクロスリージョン負荷分散が必要な場合
B.顧客がホストする Muleランタイムにデプロイされた API実装にカスタム DNS名が必要な場合
C.複数の CloudHubワーカー間での API呼び出しを負荷分散する必要がある場合
D. API実装とAPIクライアント間でサーバー側負荷分散TLS相互認証が必要な場合
Answer: (解答を表示する)
API実装とAPIクライアント間でサーバー側負荷分散TLS相互認証が必要な場合
****************************************
事実/メモリのヒント: CloudHub専用ロードバランサには多くの利点がありますが、検討する際に心に留め
ておくべき重要な点が 2つあります。
>> CloudHubにデプロイされたアプリにカスタム DNS名を持つ URLエンドポイントを設定する
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>> HTTPSと双方向 (相互)認証の両方に対してカスタム証明書を構成します。
この質問に対して提供されているオプションは次のとおりです。

>> DLBを使用して、同じ Muleアプリケーションの個別のデプロイメント間でリージョン間の負荷分散を実
行することはできません。

>>複数の DLB URLが同じ Muleアプリを指すようにマッピングルールを設定できます。ただし、その逆
(複数の Muleアプリが同じ DLB URLを持つ)は不可能です。
>> DLBは Cloudhubにデプロイされた Muleアプリのカスタム DNS名の設定に役立ちますが、顧客がホス
トする Muleランタイムにデプロイされたアプリには当てはまりません。
>> DLBを使用して複数の CloudHubワーカー間で API呼び出しの負荷を分散できることは事実ですが、必
須ではありません。SLB (共有ロードバランサ)を使用しても同じこと (負荷分散)を実現できます。これを実
現するために必ずしも DLBが必要というわけではありません。
したがって、シナリオに適合し、DLBを使用する必要がある唯一の適切なオプションは、API実装と APIク
ライアント間で TLS相互認証が必要な場合です。

最新問題: 83
たとえば、CRM-Zと呼ばれるレガシー CRMシステムがあり、以下の機能を提供しているとします。
1.顧客の創造
2.既存顧客の詳細を修正する
3.顧客の詳細を取得する
4.顧客を停止する
A.さまざまな操作/リソースとしてすべての機能がラップされた、customerManagementという名前のシス
テム APIを実装します。
B. createCustomer、amendCustomer、retrieveCustomer、suspendCustomerという異なるシステム APIを実
装します。これらはモジュール化されており、関心の分離が可能です。

C.
createCustomerInCRMZ、amendCustomerInCRMZ、retrieveCustomerFromCRMZ、suspendCustomerInCRMZ
という異なるシステム APIを実装します。これらはモジュール化されており、関心の分離が可能です。
Answer: B (メーッセージを残す)
モジュール化されており、関心の分離があるた

め、createCustomer、amendCustomer、retrieveCustomer、suspendCustomerという異なるシステム APIを
実装します。

****************************************
>>単一の APIと異なる動詞 +リソースの組み合わせを持つことはごく普通のことです。ただし、これはエク
スペリエンス APIまたはプロセス APIには適していますが、システム APIには最適なアーキテクチャスタ
イルではありません。したがって、customerManagement APIを 1つだけ使用するオプションは、ここでは
最適な選択ではありません。

>> createCustomerInCRMZ形式の APIを使用するオプションは、モジュール化とメンテナンスの軽減とい
う点で次に近い選択肢ですが、APIの命名はレガシーシステムと直接結びついています。より適切なアプ
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ローチは、バックエンドシステム名を抽象化して APIに名前を付けることです。これにより、シームレスな
置き換えが可能になります。

/いつでもバックエンドシステムを移行できます。したがって、これも正しい選択ではありません。
>> createCustomer、amendCustomer、retrieveCustomer、suspendCustomerは正しいアプローチであり、他
のオプションと比較して最適です。これらは両方ともモジュール化されており、同時に名前がバックエンド

システムから分離されており、システム APIに必要なすべての要件をカバーしています。

最新問題: 84
Anypoint Platform APIからの応答ですぐにわかる、一般的な C4Eの成功を測定する主要業績評価指標 (KPI)
は何ですか?
A.過去 24時間に報告された生産停止インシデントの数
B. CI/CDツールを使用してデプロイされた API実装と比較して、手動でデプロイされた API実装の割合
C. Anypoint Exchangeに公開されているRAMLまたはOAS形式のAPI仕様の数
D.パブリックにアクセス可能なHTTPエンドポイントを持ち、Anypoint Platformによって管理されているAPI
実装の数

Answer: D (メーッセージを残す)

最新問題: 85
どのMuleアプリケーションにAPIポリシーを適用できるか
Anypoint Platformからその Muleアプリケーションによって公開されるエンドポイントに接続しますか?
A) HTTP/1.x経由でリクエストを受け入れる Muleアプリケーション

B) TCP経由で JSONリクエストを受け入れるが、応答を提供する必要がない Muleアプリケーション C)
WebSocket経由で JSONリクエストを受け入れる Muteアプリケーション D) HTTP/2経由で gRPCリクエ
ストを受け入れる Muleアプリケーション
A.オプションA
B.オプションB
C.オプションC
D.オプションD
Answer: A (メーッセージを残す)
オプションA
****************************************
>> Anypoint API Managerと APIポリシーは、すべてのタイプの HTTP/1.x APIに適用できます。
>> WebSocket API、HTTP/2 API、gRPC APIには適用されません

最新問題: 86
たとえば、CRM-Zと呼ばれるレガシー CRMシステムがあり、以下の機能を提供しているとします。
1.顧客の創造
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2.既存顧客の詳細を修正する
3.顧客の詳細を取得する
4.顧客を停止する
A.さまざまな操作/リソースとしてすべての機能がラップされた、customerManagementという名前のシス
テム APIを実装します。
B. createCustomer、amendCustomer、retrieveCustomer、suspendCustomerという異なるシステム APIを実
装します。これらはモジュール化されており、関心の分離が可能です。

C.
createCustomerInCRMZ、amendCustomerInCRMZ、retrieveCustomerFromCRMZ、suspendCustomerInCRMZ
という異なるシステム APIを実装します。これらはモジュール化されており、関心の分離が可能です。
Answer: (解答を表示する)
createCustomer、amendCustomer、retrieveCustomerという異なるシステム APIを実装します。
モジュール化されており、関心の分離があるため、suspendCustomerを使用します。
****************************************
>>単一の APIと異なる動詞 +リソースの組み合わせを持つことはごく普通のことです。ただし、これはエク
スペリエンス APIまたはプロセス APIには適していますが、システム APIには最適なアーキテクチャスタ
イルではありません。したがって、customerManagement APIを 1つだけ使用するオプションは、ここでは
最適な選択ではありません。

>> createCustomerInCRMZ形式の APIを使用するオプションは、モジュール化とメンテナンスの軽減とい
う点で次に近い選択肢ですが、APIの命名はレガシーシステムと直接結びついています。より適切なアプ
ローチは、バックエンドシステム名を抽象化して APIに名前を付けることです。これにより、いつでも任意
のバックエンドシステムをシームレスに置き換えたり移行したりできます。したがって、これも正しい選択

ではありません。

>> createCustomer、amendCustomer、retrieveCustomer、suspendCustomerは正しいアプローチであり、他
のオプションと比較して最適です。これらは両方ともモジュール化されており、同時に名前がバックエンド

システムから分離されており、システム APIに必要なすべての要件をカバーしています。

最新問題: 87
What is a typical result of using a fine-grained rather than a coarse-grained API deployment model to
implement a given business process?
A. A decrease in the number of connections within the application network supporting the business process
B. A higher number of discoverable API-related assets in the application network
C. A better response time for the end user as a result of the APIs being smaller in scope and complexity
D. An overall tower usage of resources because each fine-grained API consumes less resources
Answer: B (メーッセージを残す)
正解:アプリケーションネットワーク内で検出可能な API関連アセットの数が増える。
****************************************
>>粗粒度のアプローチと比較した場合、細粒度のアプローチでは応答時間が速くなりません。
>>実際、粒度の粗い APIモデルを持つネットワークでは、粒度の細かい APIモデルを持つネットワークより
も応答時間が短くなります。その理由は次のとおりです。
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きめ細かなアプローチ:
1.粗粒度に比べてAPIの数が多くなる
2.したがって、ビジネスプロセスの機能性を実現するには、さらにオーケストレーションを行う必要があり
ます。

3.つまり、大量の API呼び出しが必要になります。そのため、より多くの接続を確立する必要があります。し
たがって、大量の機能が組み込まれた APIが少ない粗粒度のアプローチと比較すると、ホップ、ネットワーク
I/O、統合ポイントの数が増えるのは明らかです。
4.そのため、これらすべての追加ホップと追加のレイテンシにより、細粒度のアプローチでは、粗粒度のアプ
ローチに比べて応答時間が少し長くなります。

5.レイテンシと接続が追加されるだけでなく、APIの数が増えるため、きめ細かいアプローチで使用される
リソースも増えます。

そのため、きめ細かな APIは、ネットワーク内で再利用可能な資産をより多く公開し、検出できるようにする
のに適しています。ただし、ネットワークホップと応答時間に関して多少の妥協をしながら、統合ポイント、

接続、リソースを管理するために、より多くのメンテナンスが必要になります。

最新問題: 88
API実装の準備が整い、APIが API Managerに登録されたら、Anypoint Exchange上の APIへのアクセスを
誰がリクエストすればよいでしょうか?
A.なし
B.両方
C. APIクライアント
D. APIコンシューマー
Answer: D (メーッセージを残す)
正解: APIコンシューマー
****************************************
>> APIクライアントは、APIコンシューマのクライアント資格情報を使用するコードまたはプログラムです
が、アクセスを取得するためにAnypoint Exchangeと直接やり取りすることはありません。
>> APIコンシューマーは登録して APIへのアクセスをリクエストする必要があり、APIクライアントはそれ
らのクライアント資格情報を使用して APIにアクセスする必要があります。つまり、APIコンシューマーは
Anypoint Exchangeから APIへのアクセスをリクエストする必要がある人です。

最新問題: 89
以下にリストされている Anypoint Platform機能のうち、APIおよび API呼び出し/コンシューマーのカテゴ
リに該当するものはどれですか?
2つ選択してください。
A. API操作と管理
B. APIランタイムの実行とホスティング
C. API消費者エンゲージメント
D. API設計と開発
Answer: (解答を表示する)
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正解: APIの設計と開発、APIランタイムの実行とホスティング
****************************************
>> API設計と開発 - Anypoint Studio、Anypoint Design Center、Anypoint Connectors
>> APIランタイム実行とホスティング - Muleランタイム、CloudHub、ランタイムサービス
>> API運用と管理 - Anypoint API Manager、Anypoint Exchange
>> APIコンシューマー管理 - API契約、パブリックポータル、Anypoint Exchange、APIノートブック

Explanation:
正解: API運用と管理、APIコンシューマーエンゲージメント
****************************************
>> API設計と開発 - Anypoint Studio、Anypoint Design Center、Anypoint Connectors
>> APIランタイム実行とホスティング - Muleランタイム、CloudHub、ランタイムサービス
>> API運用と管理 - Anypoint API Manager、Anypoint Exchange
>> APIコンシューマー管理 - API契約、パブリックポータル、Anypoint Exchange、APIノートブック



フォームの下部

フォームの先頭

最新問題: 90
一部の HTTPリクエストに対する応答は、リクエストで使用される HTTP動詞に応じてキャッシュできま
す。

HTTP仕様によれば、どの HTTP動詞に対してこれを実行しても安全ですか?
A. PUT、POST、DELETE
B. GET、HEAD、POST
C. GET、PUT、オプション
D. GET、オプション、HEAD
Answer: (解答を表示する)
GET、オプション、ヘッド
http://restcookbook.com/HTTP%20Methods/べき等性/

最新問題: 91
展示品を参照してください。
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3つのビジネスプロセスを実装する必要があり、実装では複数の異なる SaaSアプリケーションと通信する
必要があります。

これらのプロセスは、個別の (サイロ化された) LOBによって所有され、主に互いに独立していますが、いく
つかのビジネスエンティティを共有しています。各 LOBには 1つの開発チームと独自の予算があります。
この組織のコンテキストでは、データモデルの冗長性を最小限に抑えてこれらのビジネスプロセスを実装

する APIの APIデータモデルを選択する最も効果的な方法は何ですか。
A)ビジネスプロセスの一貫した部分と関連するビジネスエンティティの定義に一致する複数の境界付きコ
ンテキストデータモデルを構築する



B)確立されたマイクロサービスとアジャイルAPI中心のプラクティスに従うために、各APIごとに異なる
データモデルを構築する

C)組織全体で一貫性と再利用性を高めるために、XMLスキーマを使用してすべてのAPIデータモデルを構築
する

D) 3つのビジネスプロセスのすべてのデータタイプを統合し、データモデルの一貫性と冗長性を確保した、
集中型の標準データモデル（エンタープライズデータモデル）を構築する



A.オプションA
B.オプションC
C.オプションD
D.オプションB
Answer: A (メーッセージを残す)

有効な MCPA-Level-1問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい MCPA-Level-1試験問題集！
GoShiken.comが最新の MCPA-Level-1試験問題集を提供しています。GoShiken.com MCPA-Level-1試
験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com MCPA-Level-1問題集をゲットする人
はこちら: https://www.goshiken.com/MuleSoft/MCPA-Level-1-mondaishu.html (15430%OFF問題集溶と正

解付きで 30%ｗ特別割引コード: Freepdfdumps)

最新問題: 92
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一部の HTTPリクエストに対する応答は、リクエストで使用される HTTP動詞に応じてキャッシュできま
す。

HTTP仕様によれば、どの HTTP動詞に対してこれを実行しても安全ですか?
A. PUT、POST、DELETE
B. GET、HEAD、POST
C. GET、PUT、オプション
D. GET、オプション、HEAD
Answer: D (メーッセージを残す)
説明/参照: http://restcookbook.com/HTTP%20Methods/idempotency/

最新問題: 93
質問10:スキップ
API実装は、要求元の APIクライアントに 3つの X-RateLimit-* HTTP応答ヘッダーを返します。これらの応
答ヘッダーは APIクライアントにどのような種類の情報を示しますか?
A.スロットリングの結果生じるエラーコード
B.次のリクエストで送信される相関ID
C. HTTPレスポンスサイズ
D. API実装によって許可された残りの容量
Answer: D (メーッセージを残す)
API実装によって許可される残りの容量。
****************************************
>>
参考:https://docs.mulesoft.com/api-manager/2.x/rate-limiting-and-throttling-sla-based-policies#response-he

最新問題: 94
システム APIを構築する際のベストプラクティスは何ですか?
A. RAML定義のような簡単に使用できるアセットを使用してAPIをドキュメント化する
B.すべてのAPIリソースとメソッドをモデル化して、バックエンドシステムの操作を厳密に模倣します。
C.各バックエンドシステムのエンタープライズデータモデル（標準データモデル）を構築し、システムAPIに
適用する
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D. API実装とバックエンドシステムの相互作用に関するすべての技術的詳細をAPIクライアントに公開しま
す。

Answer: B (メーッセージを残す)
正解:すべての APIリソースとメソッドをモデル化して、バックエンドシステムの操作を厳密に模倣しま
す。

****************************************
>> APIのデータモデルを選択する際に、固定された明確なベストプラクティスはありません。それらは完
全にコンテキストに依存し、多くの要因に依存します。これらの要因に基づいて、企業はエンタープライズ標

準データモデルまたは境界コンテキストモデルなどを使用する必要があるかどうかを選択できます。

>> API実装の技術的な詳細を APIクライアントに公開しないでください。APIクライアントに公開されるの
は、APIインターフェース/RAMLのみです。
>> APIの RAML定義は可能な限り詳細にし、ドキュメントの大部分を反映させる必要があるのは事実です。
ただし、それだけでは、APIを最もよくドキュメント化された APIと呼ぶには不十分です。開発者にとって使
いやすい APIとリポジトリを作成するには、Anypoint Exchangeの APIノートブックなどに関するドキュメ
ントがさらに多く必要です。

>>システム APIを作成する際のベストプラクティスは、バックエンドシステムの操作と機能を厳密に反映
するようにリソースとメソッドをモデル化して APIインターフェイスを作成することです。

最新問題: 95
What is most likely NOT a characteristic of an integration test for a REST API implementation?
A. The test needs all source and/or target systems configured and accessible
B. The test runs immediately after the Mule application has been compiled and packaged
C. The test is triggered by an external HTTP request
D. The test prepares a known request payload and validates the response payload
Answer: B (メーッセージを残す)
Correct answer: The test runs immediately after the Mule application has been compiled and packaged
*****************************************
>> Integration tests are the last layer of tests we need to add to be fully covered.
>> These tests actually run against Mule running with your full configuration in place and are tested from
external source as they work in PROD.
>>これらのテストは、実際のトランスポートを有効にした状態でアプリケーション全体を実行します。その
ため、これらのテストを実行すると外部システムが影響を受けます。

したがって、これらのテストは、Muleアプリケーションがコンパイルされパッケージ化された直後には実行
されません。

参考までに...ユニットテストは、Muleアプリケーションがコンパイルされパッケージ化された直後に実行
されるテストです。

最新問題: 96
API主導の接続性のどのレイヤーが、主要なシステム、レガシーシステム、データソースなどのロックを解
除し、機能を公開することに重点を置いていますか?
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A.エクスペリエンスレイヤー
B.プロセス層
C.システム層
Answer: C (メーッセージを残す)
システム層

API主導の接続アプローチで使用される APIは、次の 3つのカテゴリに分類されます。
システム API -これらは通常、レコードのコアシステムにアクセスし、ユーザーを基盤システムの複雑さや
変更から隔離する手段を提供します。一度構築されると、多くのユーザーは基盤システムを学習することな

くデータにアクセスでき、複数のプロジェクトでこれらの APIを再利用できます。
プロセス API -これらの APIは、単一のシステム内またはシステム間で (データサイロを解体して)データと
対話してデータを形成します。これらの APIは、データの元となるソースシステムや、そのデータが配信さ
れるターゲットチャネルに依存せずにここで作成されます。

エクスペリエンス API -エクスペリエンス APIは、各チャネルに個別のポイントツーポイント統合を設定す
るのではなく、共通のデータソースからデータを再構成して、対象ユーザーが最も簡単に使用できるように

するための手段です。エクスペリエンス APIは通常、APIファーストの設計原則に基づいて作成され、特定の
ユーザーエクスペリエンスを念頭に置いて APIが設計されます。

最新問題: 97
Muleアプリケーションは HTTPSエンドポイントを公開し、静的 IPアドレスを使用しない 3つの
CloudHubワーカーにデプロイされます。Muleアプリケーションは、短期間に大量のクライアント要求が発
生することを想定しています。大量のクライアント要求に対応するために使用すべき、最もコスト効率の高

いインフラストラクチャコンポーネントは何ですか?
A.顧客がホストするロードバランサ
B. CloudHub共有ロードバランサー
C. APIプロキシ
D.ランタイムマネージャーの自動スケーリング
Answer: (解答を表示する)
正解: CloudHub共有ロードバランサー
****************************************
この質問のシナリオは以下のように分割できます。
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>> CloudHubワーカーは 3つあります (つまり、大量のリクエストを処理するのに十分な数のワーカーがす
でにあります)
>>ワーカーは静的 IPアドレスを使用していません (したがって、静的 IPなしでは顧客の負荷分散ソリュー
ションを使用することはできません)
>>ワーカー間でクライアント要求の負荷を分散するための最もコスト効率の高いコンポーネントを探して
います。

シナリオに記載されている上記の詳細に基づきます。

>>実行時の自動スケーリングは、追加コストがかかるため、まったく費用対効果が高くありません。ほとん
どの場合、すでに 3つのワーカーが実行されており、これは適切な数です。
>>顧客がホストするロードバランサは、コスト効率が最も良くないため (保守とライセンスにカスタム
ロードバランサが必要)、選択できません。また、Muleアプリには静的 IPアドレスがないため、カスタム
ロードバランシングの使用が制限されます。

>> APIプロキシは、大量の処理や負荷分散に関して役割を果たさないため、ここでは無関係です。
したがって、最もコスト効率が高く、シナリオの目的に合う唯一の適切なオプションは、CloudHub共有ロー
ドバランサを使用することです。

最新問題: 98
An API implementation is being designed that must invoke an Order API, which is known to repeatedly
experience downtime.
このため、Order APIが利用できない場合は、フォールバック APIが呼び出されます。
フォールバック APIの呼び出しを設計する際に、どのようなアプローチが最高の回復力を提供しますか?
A. Order APIが利用できない場合は、HTTP 307 Temporary Redirectステータスコードを介してクライアント
リクエストをフォールバックAPIにリダイレクトします。
B. HTTP 4xxまたは 5xx応答ステータスコードが Order APIから返されるたびに、Order APIを呼び出す
HTTPリクエスターコンポーネントに、フォールバック APIを呼び出すオプションを設定します。
C. Anypoint Exchangeで適切な既存のフォールバックAPIを検索し、注文APIに加えてこのフォールバック
APIへの呼び出しを実装します。
D. APIマネージャーで Order APIの別のエントリを作成し、プライマリ Order APIが利用できない場合にこ
の APIをフォールバック APIとして呼び出します。
Answer: C (メーッセージを残す)

最新問題: 99
一部の HTTPリクエストに対する応答は、リクエストで使用される HTTP動詞に応じてキャッシュできま
す。

HTTP仕様によれば、どの HTTP動詞に対してこれを実行しても安全ですか?
A. PUT、POST、DELETE
B. GET、HEAD、POST
C. GET、PUT、オプション
D. GET、オプション、HEAD
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Answer: A (メーッセージを残す)

最新問題: 100
ある企業では、CloudHubにデプロイされた Muleアプリケーションを非本番環境と本番環境の間で分離する
必要があります。これは、非本番環境にデプロイされた Muleアプリケーションが、顧客がホストする非本番
環境で実行されているバックエンドシステムにのみアクセスできるようにするためであり、本番環境にデプ

ロイされた Muleアプリケーションが、顧客がホストする本番環境で実行されているバックエンドシステム
にのみアクセスできるようにするためです。MuleSoftでは、Muleアプリケーションとバックエンドシステ
ム間のこのような環境ごとの分離をサポートするために、Muleアプリケーションの変更、環境の構成、また
はインフラストラクチャの変更をどのように推奨していますか?
A.本番環境の Anypoint Platformにデプロイされた Muleアプリケーションのプロパティを変更して、本番環
境以外の Muleアプリケーションからのアクセスを防止します。
B.それぞれの顧客ホスト環境内のインフラストラクチャでファイアウォールルールを設定し、対応する
Anypoint Platform環境のIPアドレスのみが対応するバックエンドシステムと通信できるようにします。
C.異なるAnypoint Platformビジネスグループに非本番環境と本番環境を作成する
D.非本番環境と本番環境用に別々の Anypoint VPCを作成し、対応する顧客ホスト環境のバックエンドシス
テムへの接続を設定します。

Answer: D (メーッセージを残す)
非本番環境と本番環境用に個別の Anypoint VPCを作成し、対応する顧客ホスト環境のバックエンドシステ
ムへの接続を構成します。

****************************************
>>異なるビジネスグループを作成しても、非本番環境と本番環境の顧客ホスト環境へのアクセスには影響
しません。プロセスネットワーク制限が設定されていない限り、両方のビジネスグループからアクセスする

ことになります。

>> Muleアプリケーション実装を環境に合わせて変更または結合する必要があります。実際、プロパティに
バインドして環境と結合したアプリケーションを実装することは絶対に避けてください。エンドポイント

URLなどの基本的なものだけをプロパティにバンドルし、環境レベルのアクセス制限はバンドルしないでく
ださい。

>> CloudHub上の IPアドレスは、特別な静的アドレスが割り当てられない限り動的です。そのため、顧客が
ホストするインフラストラクチャでファイアウォールルールを設定することはできません。さらに、静的 IP
アドレスが割り当てられている場合でも、CloudHub上で実行されるアプリケーションは数百に上る可能性
があり、それらすべてにルールを設定するのは大変な作業で、メンテナンスが不可能であり、間違いなく良い

習慣になります。

>> Mulesoft (実際はどのクラウドプロバイダーでも)が推奨するベストプラクティスは、Anypoint VPCを
Prodと Non-Prodに分離し、これらの Anypoint VPCに対して、それぞれの Prodおよび Non-Prodの顧客ホ
スト環境ネットワークへの VPCピアリングまたは VPNトンネリングを実行することです。

最新問題: 101
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下流 APIの応答時間と需要を改善するという目標を達成するために、サーキットブレーカー戦略が計画され
ています。

*サーキットオープン: 3分間に1分あたり10件以上のエラー
*回路半開: 1分あたり1回のエラー
*回路が閉じている: 5分間に1分あたり1件未満のエラー
エンジニアリングチームからのいくつかの提案のうち、どのオプションがこの目標を満たすでしょうか?
A.サーキットブレーカーを実装し、必要な設定のポリシーテンプレート式を含むカスタムポリシーを作成し
ます。

B.回線オープン/クローズ構成のAnypoint Monitoringアラートを作成し、回線ハーフオープン構成の再試行戦
略を実装します。

C. APIインスタンスにサーキットブレーカーポリシーを追加し、必要な設定を構成します。
D. Muleアプリケーションで戦略を実装し、YAML構成で設定を提供します。
Answer: C (メーッセージを残す)
*サーキットブレーカーポリシーの理解:
*サーキットブレーカーは、障害を検出し、アプリケーションが失敗した操作を継続的に実行しようとする
のを防ぐために使用される設計パターンです。この場合、応答時間を改善し、ダウンストリーム APIの需要を
減らすのに役立ちます。

*指定された構成には、時間の経過に伴うエラー率に基づいて回路を開く、半開にする、閉じる条件が含まれ
ます。

*回路オープン: 3分連続で 1分あたり 10件を超えるエラーが発生した場合にトリガーされます。
*回路半開: 1分間に 1つのエラーが発生すると、回路は半開状態に移行します。
*回路が閉じる:エラー率が 5分間に 1分あたり 1エラー未満になると、回路が閉じます。
*オプションの評価:
*オプション A:テンプレート式を使用してカスタムポリシーを作成することもできますが、カスタム開発が
必要になります。Anypoint Platformにはすでに Circuit Breakerポリシーが用意されているため、このソ
リューションは効率が低く、複雑になります。

*オプション B: Anypoint Monitoringアラートは APIの監視に使用できますが、サーキットブレーカー機能
は提供されません。また、半開状態の再試行戦略を実装するだけでは、必要なサーキットブレーカーの動作

を実現するには不十分です。

*オプション C (正解): Anypoint Platformの APIインスタンスに Circuit Breakerポリシーを追加すると、回
路遮断条件を直接設定できます。このアプローチでは、組み込みの Circuit Breakerポリシーを使用し、要件に
合わせてエラーしきい値や時間間隔などのパラメータを設定できます。このソリューションは効率的で信頼

性が高く、Anypointのすぐに使用できる機能を活用します。
*オプション D: YAML構成を使用して Muleアプリケーション内で戦略を実装すると、複雑になり、管理し
にくくなる可能性があります。また、このシナリオに適した Anypoint Platformの組み込み Circuit Breakerポ
リシーは活用されません。

*結論：
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*オプション Cは、Anypoint Platformの Circuit Breakerポリシーを活用するため、正しい選択です。このソ
リューションでは、しきい値と時間間隔を指定どおりに設定できるため、Anypointの管理ポリシー機能を活
用しながら、応答時間を改善し、ダウンストリーム APIに対する需要を削減できます。
詳細な構成ガイダンスについては、API Managerでの Circuit Breakerポリシーの実装に関する MuleSoftの
ドキュメントを参照してください。

最新問題: 102
共有ロードバランサで CloudHubを使用する場合、Anypoint Platformではなく API実装 (Muleアプリケー
ション)によって排他的に管理されるものは何ですか?
A.各HTTPリクエストを特定のCloudHubワーカーに割り当てる
B.ログエントリをランタイムマネージャーで表示できるようにするログ設定
C. API実装がHTTPSエンドポイントを公開するために使用するSSL証明書
D. API実装に割り当てられたDNSエントリの数
Answer: (解答を表示する)

最新問題: 103
Anypoint Platformの ID管理とクライアント管理について正しい記述はどれですか?
A.外部アイデンティティプロバイダが設定されている場合、アイデンティティプロバイダによって発行され
たSAML 2.0ベアラトークンはAnypoint Platform Web APIの呼び出しには使用できません。
B.外部クライアントプロバイダが設定されている場合、Anypoint Platform組織レベルで設定する必要があ
り、個々のビジネスグループや環境に割り当てることはできません。

C. Anypoint Platformは、1つの外部IDプロバイダの設定をサポートします。
D.クライアント管理とID管理の両方にIDプロバイダが必要です
Answer: C (メーッセージを残す)
Anypoint Platformを使用すると、組織は IDおよびアクセス管理 (IAM)用に 1つの外部 IDプロバイダー
(IdP)を統合し、SSOと集中型ユーザー認証をサポートできます。
*アイデンティティプロバイダーの制限:
* Anypoint Platformは、組織に対して単一の IdPを構成することをサポートしており、これを使用し
て、Anypoint組織内のビジネスグループと環境全体のすべてのユーザーを認証できます。
*正解（C）の説明：
* 1つの IdPを構成すると、MuleSoftのアーキテクチャに沿った集中化された安全な ID管理が保証されま
す。

*誤ったオプションの説明:
*オプション Aは不正解です。外部 IdPからの SAML 2.0ベアラートークンは、Anypoint Platform APIの呼
び出しに実際に使用できます。

*クライアントプロバイダーは特定のビジネスグループと環境に割り当てることができるため、オプション
Bは不正解です。
*オプション Dは不正解です。ID管理のみに厳密に IdPが必要であり、クライアント管理には必要ないため
です。
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参考資料: ID管理オプションの詳細については、Anypoint Platformの IAM機能に関する MuleSoftのドキュ
メントを参照してください。

最新問題: 104
組織は、既知のパートナーのみが組織の APIを呼び出せるようにしたいと考えています。このセキュリティ
目標を達成するために、組織は API Managerでクライアント ID強制ポリシーを適用し、登録されたパート
ナーアプリケーションのみが組織の APIを呼び出せるようにしたいと考えています。MuleSoftは、どのよう
なタイプの API実装で、アプリケーションの JVMにポリシーを直接埋め込むのではなく、APIプロキシを追
加してクライアント ID強制ポリシーを適用することを推奨していますか?
A. APIkitを使用した Mule 3アプリケーション
B.カスタム Javaコードで変更された Mule 3または Mule 4アプリケーション
C. API仕様を備えたMule 4アプリケーション
D.非 Muleアプリケーション
Answer: D (メーッセージを残す)
非Muleアプリケーション
****************************************
>> Muleランタイム上で実行されるすべてのタイプの Muleアプリケーション (Mule 3/Mule 4/APIkit付き/カ
スタム Javaコード付きなど)は、埋め込みポリシーの適用をサポートしています。
>>埋め込みポリシーの適用ができない、またはサポートされておらず、APIプロキシが必要な唯一のオプ
ションは、非 Muleアプリケーション用です。
したがって、非 Muleアプリケーションが正しい答えです。

最新問題: 105
システム APIの APIデータモデルは、バックエンドシステムのデータモデルを最小限に改良して、対応す
るバックエンドシステムによって公開されるデータモデルを適切に模倣できる場合とはどのような場合で

すか。

A.対応するバックエンドシステムが近い将来に置き換えられることが予想される場合
B.システムAPIを対応するデータモデルを持つ境界付きコンテキストに割り当てることができる場合
C.バックエンドシステムから限定的に分離した実用的なアプローチが適切であると判断された場合
D.組織全体で広く使用されている既存のエンタープライズデータモデルがある場合
Answer: (解答を表示する)

最新問題: 106
運用チームは、アプリケーションネットワークの監視を設定するために必要な作業を分析しています。カス

タムスクリプトを作成したり、追加の分析ソフトウェアやツールをインストールしたりすることなく、どの

API呼び出しメトリックを使用してトラブルを特定および予測できるかを検討しています。
障害を直接特定して予測するという目標を満たすことができるのは、どのタイプのメトリックですか?
A. 1日あたりのAPIポリシー違反の数と種類
B.再利用レベルに基づくアプリケーションネットワークの有効性
C.アプリケーションネットワーク全体での過去のAPI呼び出しの数と種類
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D.各APT呼び出しからのROI
Answer: (解答を表示する)
アプリケーションネットワークを監視し、カスタムスクリプトを使用せずに問題を予測するには、ポリシー

違反メトリックが重要です。ポリシー違反メトリックは、APIの使用が定義されたポリシーに準拠していな
いインスタンスを追跡することで、潜在的な問題に関する洞察を提供します。このアプローチが適している

理由は次のとおりです。

*予測監視:
* APIポリシー違反 (レート制限やスパイク制御のヒットなど)を追跡すると、トラフィックの急増や誤用が
示唆される可能性があり、対処しないとスロットリングやサービスの低下につながる可能性があります。

*これらの違反を監視することで、チームは制限を積極的に調整したり、API処理を最適化したりして、実際
の障害を防ぐことができます。

*カスタムスクリプトは不要:
*ポリシー違反メトリックは MuleSoftの Anypoint Monitoring内で利用できるため、このデータを収集して
解釈するためにカスタムソリューションや外部ツールを実装する必要はありません。

*誤ったオプションの説明:
*オプション B (再利用に基づく有効性)では、障害を直接予測することはできません。
*オプション C (過去の呼び出し回数)では、使用状況の履歴データが提供されますが、本質的には問題が特
定されるわけではありません。

*オプション D (API呼び出しからの ROI)はビジネスメトリックであり、障害予測に関する技術的な洞察は
提供されません。

参考資料:プロアクティブな監視にポリシー違反メトリックを活用する方法の詳細については、Anypoint
Monitoringに関する MuleSoftのドキュメントを参照してください。

有効な MCPA-Level-1問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい MCPA-Level-1試験問題集！
GoShiken.comが最新の MCPA-Level-1試験問題集を提供しています。GoShiken.com MCPA-Level-1試
験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com MCPA-Level-1問題集をゲットする人
はこちら: https://www.goshiken.com/MuleSoft/MCPA-Level-1-mondaishu.html (15430%OFF問題集溶と正

解付きで 30%ｗ特別割引コード: Freepdfdumps)

最新問題: 107
顧客は、MuleSoftアプリケーションを CloudHub 1.0でホストしたいと考えています。これらのアプリケー
ションは、ドメイン https://api.acmecorp.comで利用できる必要があります。
acme-dib-prodという専用ロードバランサー (DLB)を作成した後、構成を完了するために顧客がさらに実行
する必要があるアクションは何ですか?
A. api.acmecorp.comの TLS証明書を使用して DLBを構成し、apiの Aレコードを作成します。
acmecorp.comを DLBに関連付けられたパブリック IPアドレスに接続します。
B. api.acmecorp.comの TLS証明書を使用して DLBを構成し、apiから CNAMEレコードを作成します。
acmecorp.comから acme-dib-prod.|lb.anypointdns.netへ
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C. acme-dib-prod.Jb.anypointdns.netの TLS証明書を使用して DLBを設定し、api.acmecorp:comから
acme-dlb-prod.lb.anypointdns.netへの CNAMEレコードを作成します。
D. aplacmecorp.comの TLS証明書を使用して DLBを構成し、api.aomecorp.comから acme-dib-
prod.ei.cloubhub.ioへの CNAMEレコードを作成します。
Answer: B (メーッセージを残す)
専用ロードバランサ (DLB)を使用して CloudHub 1.0でホストされている MuleSoftアプリケーションのカ
スタムドメインを設定する場合は、次の手順に従います。

* TLS証明書の設定:カスタムドメイン api.acmecorp.comをカバーする TLS証明書を使用して DLB
(acme-dib-prod)を構成します。この証明書により、HTTPSトラフィックを DLB経由で安全に Muleアプリ
ケーションに送信できるようになります。

* CNAMEを使用したDNS設定:
* api.acmecorp.comを DLBホスト名 acme-dib-prod.lbにポイントする CNAMEレコードを作成します。
.netです。
* CNAMEレコードにより、カスタムドメインは MuleSoftの Anypoint Platformによって提供される DLBに
解決できるようになります。この CNAMEマッピングにより、すべてのトラフィックが適切な DLBに送信さ
れ、処理と負荷分散が行われます。

*オプション Bが正しい理由:
* CNAMEレコードは、DLB用に Anypoint Platformによって管理されるエンドポイントである acme-dib-
prod.lb.anypointdns.netへの必要なエイリアスを提供します。
*オプション Bでは、DLBの内部ホスト名ではなく、api.acmecorp.com専用の TLS証明書を使用して DLB
を構成する必要があることも正しく識別されます。

*誤ったオプションの説明:
* DLBの内部ホスト名の TLS証明書を使用して DLBを構成するか、Aレコードを使用することを提案する
オプションは、このシナリオには適していません。MuleSoft CloudHub 1.0 DLBは CNAMEレコードを使用
して柔軟でスケーラブルなドメイン管理を提供しますが、これらのロードバランサーでは直接 IP (Aレコー
ド)はサポートされていません。
参考資料: CloudHub 1.0でのカスタムドメインと DLBの構成の詳細については、DLBのセットアップと
DNS構成に関する MuleSoftのドキュメントを参照してください。

最新問題: 108
展示を参照してください。組織は Muleスタンドアロンランタイムを実行しており、Active Directoryを
Anypoint Platform外部 IDプロバイダーとして構成しています。組織には他のシステムコンポーネントのた
めの予算がありません。
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特定の内部ユーザーグループへのアクセスを最も効果的に制限するには、組織内のすべての APIインスタン
スにどのようなポリシーを適用する必要がありますか?
A.基本認証 - LDAPポリシーを適用します。内部 Active Directoryがユーザー認証用の LDAPソースとして
構成されます。

B.クライアントID強制ポリシーを適用します。特定のユーザーグループは、特定のクライアント資格情報を
使用するようにクライアントアプリケーションを構成します。

C. IPホワイトリストポリシーを適用します。特定のユーザーのワークステーションのみがホワイトリストに
追加されます。

D. Apply an OAuth 2.0 access token enforcement policy; the internal Active Directory will be configured as
the OAuth server
Answer: (解答を表示する)
Correct answer: Apply a basic authentication - LDAP policy; the internal Active Directory will be configured
as the LDAP source for authenticating users.
*****************************************
>> IP Whitelisting does NOT fit for this purpose. Moreover, the users workstations may not necessarily have
static IPs in the network.
>> OAuth 2.0 enforcement requires a client provider which isn't in the organizations system components.
>> It is not an effective approach to let every user create separate client credentials and configure those for
their usage.
The effective way it to apply a basic authentication - LDAP policy and the internal Active Directory will be
configured as the LDAP source for authenticating users.

最新問題: 109
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展示を参照してください。組織は Muleスタンドアロンランタイムを実行しており、Active Directoryを
Anypoint Platform外部 IDプロバイダーとして構成しています。組織には他のシステムコンポーネントのた
めの予算がありません。

特定の内部ユーザーグループへのアクセスを最も効果的に制限するには、組織内のすべての APIインスタン
スにどのようなポリシーを適用する必要がありますか?
A.基本認証 - LDAPポリシーを適用します。内部 Active Directoryがユーザー認証用の LDAPソースとして
構成されます。

B. OAuth 2.0アクセストークン強制ポリシーを適用します。内部Active DirectoryがOAuthサーバーとして設
定されます。

C. IPホワイトリストポリシーを適用します。特定のユーザーのワークステーションのみがホワイトリストに
追加されます。

D.クライアントID強制ポリシーを適用します。特定のユーザーグループは、特定のクライアント資格情報を
使用するようにクライアントアプリケーションを構成します。

Answer: D (メーッセージを残す)

最新問題: 110
ある組織が、OrderStatusシステム APIの新しい実装を CloudHubの複数のワーカーにデプロイしていま
す。この APIは組織のオンプレミスの注文管理システムの前面に配置されており、API実装によって IPsec
トンネル経由でアクセスされます。

通常、OrderStatusシステム APIのサービス停止を引き起こさないエラーの種類は何ですか?
A. CloudHubワーカーがメモリ不足例外で失敗する
B. API実装の初期展開中に API Managerが長時間停止しました
C.関連するAWSデータセンターへの大規模なネットワーク障害によりAWSリージョンがオフラインになる
D.組織のオンプレミスデータセンターのネットワーク障害のため、注文管理システムにアクセスできませ
ん。

Answer: (解答を表示する)
正解: CloudHubワーカーがメモリ不足例外で失敗します。
****************************************
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>> AWSリージョン自体がダウンすると、Muleアプリに割り当てられているワーカーの数は関係なく、その
リージョン内のすべてのワーカーがダウンするため、確実に停止が発生します。これは完全なダウンタイム

と停止です。

>> API実装の初期展開中に APIマネージャーが長時間停止すると、当然のことながら、API自動検出が失敗
したり、APIポリシーテンプレートとポリシーがアプリケーションの起動時にダウンロードされずに埋め込
まれなかったりするなど、アプリケーションの適切な起動自体に問題が発生します。問題が発生する理由は

多数あります。

>>オンプレミスのネットワークが停止すると、当然ながら注文管理システムにアクセスできなくなります。
また、アプリに何人の作業者が割り当てられていても、全員が失敗し、確実に停止が発生します。

サービス停止につながらない唯一のオプションは、クラウドハブワーカーがメモリ不足例外で失敗した場合

です。ワーカーが失敗してダウンした場合でも、リクエストを処理して APIを稼働状態に保つ他のワーカー
がまだ存在します。したがって、これが正しい答えです。

最新問題: 111
Muleアプリケーションは HTTPSエンドポイントを公開し、CloudHub Shared Worker Cloudにデプロイさ
れます。その Muleアプリケーションへのすべてのトラフィックは AWS VPC内に留まる必要があります。
Muleアプリケーションへの API呼び出しはどの TCPポートに送信する必要がありますか?
A. 443
B. 8081
C. 8091
D. 8082
Answer: D (メーッセージを残す)
正解: 8082
****************************************
>> 8091ポートと 8092ポートは、それぞれ HTTPアプリと HTTPSアプリをローカル VPCに対してプライ
ベートに保つ場合に使用します。

>>上記の 2つのポートは、共有 AWS VPC/共有ワーカークラウド用ではありません。
>> 8081は、Shared LBを介してHTTPエンドポイントアプリをインターネットに公開するときに使用されま
す。

>> 8082は、Shared LBを介して HTTPSエンドポイントアプリをインターネットに公開するときに使用さ
れます。したがって、この HTTPSベースのアプリを呼び出すときは、API呼び出しをポート 8082に送信す
る必要があります。

参考文献:
https://docs.mulesoft.com/runtime-manager/cloudhub-networking-guide
https://help.mulesoft.com/s/article/Configure-Cloudhub-Application-to-Send-a-HTTPS-Request-Directly-to-
Another-Cloudhub-Application
https://help.mulesoft.com/s/question/0D52T00004mXXULSA4/multiple-http-listerners-on-cloudhub-one-with-
port-9090

最新問題: 112
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電子商取引会社の事業部門 (LoB)では、顧客のモバイルアプリケーションまたは社内のWebアプリケー
ションを通じて新しい注文が処理されるたびに、電子メールで自動通知を送信するプロセスを要求していま

す。将来的には、テキストメッセージやプッシュ通知など、複数の通知チャネルが追加される可能性があり

ます。

上記のシナリオで最も効果的な API主導の接続アプローチは何ですか?
A.Webアプリケーション用とモバイルアプリケーション用に 1つの Experience APIを作成します。
プロセス APIを作成して、データベースから電子メールテンプレートを調整および取得します。
Anypoint Connector for Emailを使用して電子メールを送信するシステム APIを作成します。
Webアプリケーション用とモバイルアプリケーション用に 1つの Experience APIを作成します。
プロセス APIを作成して、データベースから電子メールテンプレートを調整および取得します。
Anypoint Connector for Emailを使用して電子メールを送信するシステム APIを作成します。
B.Webアプリケーション用とモバイルアプリケーション用に 1つの Experience APIを作成し、オーケスト
レーションを行う Process APIを作成し、データベースから電子メールテンプレートを取得し、Anypoint
Connector for Emailを使用して電子メールを送信します。

C.Webアプリケーションとモバイルアプリケーションの両方に Experience APIを作成します。
プロセス APIを作成して、電子メールテンプレートをオーケストレーションし、データベースから取得
し、Anypoint Connector for Emailを使用して電子メールを送信します。



\
D.Webアプリケーションとモバイルアプリケーションの両方に Experience APIを作成します。
(2つのデータベースから電子メールテンプレートを調整および取得するための 3つのプロセス APIを作成
します。

Anypoint Connector for Emailを使用して電子メールを送信するシステム APIを作成します。
Answer: (解答を表示する)
このシナリオでは、API主導の接続原則を満たし、将来のスケーラビリティをサポートするための最善のア
プローチは次のとおりです。

*エクスペリエンスAPI:
* Webアプリケーションとモバイルアプリケーション用に個別のエクスペリエンス APIを作成します。これ
により、各アプリケーションは最適化されたインターフェイスを持つことができ、さまざまなニーズや、リク

エスト/レスポンス構造やセキュリティ構成の潜在的な違いをサポートできます。
*プロセスAPI:
*単一のプロセス APIを使用して、データベースから電子メールテンプレートを取得し、電子メールコンテ
ンツを準備するなど、ワークフローを調整できます。このロジックをプロセスレイヤーに集中させること

で、将来的にさまざまな通知チャネルに再利用して簡単に適応できるようになります。

*システムAPI:
*電子メールの送信専用に設計されたシステム API (Anypoint Connector for Emailを使用)は、ビジネスロ
ジックから電子メール送信機能を抽象化します。このアプローチにより、電子メール送信機能が再利用可能

かつスケーラブルになり、後で他の通知チャネル (SMSやプッシュ通知など)が追加されても簡単に拡張ま
たは変更できます。

オプション Aが正しい理由:
*この構造は、エクスペリエンス、プロセス、システムレイヤー間で懸念事項を分離することで、API主導の
接続原則と一致しています。これにより、将来の通知チャネルに柔軟性が提供され、各レイヤーの責任が分離

されるため、保守と拡張が容易になります。

誤ったオプションの説明:
*オプション Bには、電子メールを送信するための個別のシステム APIがないため、システム APIでバック
エンド機能を分離するという原則に反します。

*オプション Cにも同様に専用のシステム APIがないため、柔軟性と再利用性が低下します。
*オプション Dでは、データベース取得用に複数のプロセス APIを作成することが提案されていますが、こ
れにより不必要な複雑さが増し、API主導の設計で通常従われる単一オーケストレーションの原則に準拠し
なくなります。

参考資料 API主導の接続性と各 APIレイヤーの役割に関する詳細なガイダンスについては、MuleSoftの API
主導のアーキテクチャと設計のベストプラクティスに関するドキュメントを参照してください。

最新問題: 113
特定のビジネスプロセスを実装するために、粗粒度ではなく細粒度の APIデプロイメントモデルを使用し
た場合の一般的な結果は何ですか。

A.ビジネスプロセスをサポートするアプリケーションネットワーク内の接続数の減少
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B.アプリケーションネットワーク内で検出可能なAPI関連アセットの数の増加
C. APIの範囲と複雑さが小さくなるため、エンドユーザーへの応答時間が短縮されます。
D.細粒度APIごとに消費するリソースが少なくなるため、タワー全体のリソース使用量が削減されます。
Answer: B (メーッセージを残す)
アプリケーションネットワーク内で検出可能な API関連アセットの数が増えます。
****************************************
>>粗粒度のアプローチと比較した場合、細粒度のアプローチでは応答時間が速くなりません。
>>実際、粒度の粗い APIモデルを持つネットワークでは、粒度の細かい APIモデルを持つネットワークより
も応答時間が短くなります。その理由は次のとおりです。

きめ細かなアプローチ:
1.粗粒度に比べてAPIの数が多くなる
2.したがって、ビジネスプロセスの機能性を実現するには、さらにオーケストレーションを行う必要があり
ます。

3.つまり、大量の API呼び出しが必要になります。そのため、より多くの接続を確立する必要があります。し
たがって、大量の機能が組み込まれた APIが少ない粗粒度のアプローチと比較すると、ホップ、ネットワーク
I/O、統合ポイントの数が増えるのは明らかです。
4.そのため、これらすべての追加ホップと追加のレイテンシにより、細粒度のアプローチでは、粗粒度のアプ
ローチに比べて応答時間が少し長くなります。

5.レイテンシと接続が追加されるだけでなく、APIの数が増えるため、きめ細かいアプローチで使用される
リソースも増えます。

そのため、きめ細かな APIは、ネットワーク内で再利用可能な資産をより多く公開し、検出できるようにする
のに適しています。ただし、ネットワークホップと応答時間に関して多少の妥協をしながら、統合ポイント、

接続、リソースを管理するために、より多くのメンテナンスが必要になります。

最新問題: 114
正しいか間違いか。たとえより多くの人的労力とリソースが必要になったとしても、設計および開発中の

APIがセルフサービス可能であることを常に確認する必要があります。
A.偽
B.真
Answer: B (メーッセージを残す)
正解: TRUE
****************************************
>> MuleSoftが提案する IT運用モデルによれば、APIを設計し、それらが検出可能かつセルフサービス可能
であることを確認することは非常に重要であり、APIとそのアプリケーションネットワークの成功を決定し
ます。

最新問題: 115
Anypoint Platformで APIポリシーが定義される場所と、それが APIインスタンスにどのように適用される
かについて正しいのはどれですか?
A. APIポリシーはAPI Managerで定義され、すべてのAPIインスタンスに自動的に適用されます。
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B. APIポリシーは、Muleランタイムへの APIデプロイメントの一部として Runtime Managerで定義され、
特定の APIインスタンスにのみ適用されます。
C. APIポリシーはAPI Managerで定義され、指定された環境内のすべてのAPIインスタンスに適用されます。
D. APIポリシーは、特定の APIインスタンスに対して API Managerで定義され、特定の APIインスタンス
にのみ適用されます。

Answer: B (メーッセージを残す)

最新問題: 116
イノベーションとクロックスピードを向上させるために MuleSoftが組織に推奨する IT運用モデルの主な変
更点は何ですか?
A.アセットの生産と同様に消費も促進します。これにより、開発者は他のプロジェクトからアセットを発見
して再利用できるようになり、標準化が促進されます。

B.マスターデータ管理 (MDM)システムを使用して資産を公開します。これによりプロジェクトが標準化さ
れ、開発者は他のプロジェクトから資産をすばやく発見して再利用できるようになります。

C.再利用可能な APIに SOAを実装して、消費よりも生産に重点を置きます。これにより、XMLおよび
WSDL形式が標準化され、意思決定が迅速化されます。
D.毎日多くの小さな決定を下す、無駄のない機敏な組織を構築します。これにより意思決定が迅速化され、
各事業部門がプロジェクトの所有権を取得できるようになります。

Answer: A (メーッセージを残す)
正解:アセットの生産と同様に消費も促進します。これにより、開発者は他のプロジェクトからアセットを発
見して再利用できるようになり、標準化が促進されます。

****************************************
>> MuleSoftが推奨し普及させた新しい IT運用モデルの主なモットーは、API主導の接続性と呼ばれる API
戦略を通じて、提供方法を実稼働モデルから実稼働 +消費モデルに変更することです。
>>構築された資産は、LOBや組織全体で再利用できるように、検出可能でセルフサービス可能である必要が
あります。

>> MuleSoftの IT運用モデルでは、SDLCモデル (Agile/Leanなど)や MDMについてはまったく触れられて
いません。したがって、これらを提案するオプションは無効です。

参考文献:
https://blogs.mulesoft.com/biz/connectivity/what-is-a-center-for-enablement-c4e/
https://www.mulesoft.com/resources/api/secret-to-managing-it-projects

最新問題: 117
APIクライアントは、既存の API実装から 1つのメソッドを呼び出します。API実装は後で更新されま
す。API実装にどのような変更を加えると、APIクライアントの呼び出しロジックも更新する必要があります
か?
A. APIクライアントによって呼び出されたメソッドのレスポンスのデータ型が変更された場合
B. APIクライアントが使用するリソースに新しいメソッドが追加されたとき
C. APIクライアントによって呼び出されたメソッドに新しい必須フィールドが追加されたとき
D. APIクライアントによって呼び出されたメソッドに子メソッドが追加された場合
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Answer: C (メーッセージを残す)
正解: APIクライアントによって呼び出されたメソッドに新しい必須フィールドが追加されたとき
****************************************
>>一般的に、API契約が破綻した場合、APIクライアントのロジックを更新する必要があります。
>> APIに新しいメソッドまたは子メソッドが追加されても、APIクライアントは既存のメソッドを引き続き
使用できるため、動作が中断されることはありません。したがって、これら 2つのオプションは無効です。
>>残っているのは、「応答のデータ型が変更された場合」と「新しい必須フィールドが追加された場合」の 2つ

です。

>>応答のデータ型を変更すると、API契約が破棄されます。ただし、質問は「呼び出し」ロジックに関するも

のであり、応答処理ロジックに関するものではありません。APIクライアントは引き続き APIを正常に呼び
出して応答を受け取ることができますが、応答の一部のフィールドのデータ型は異なります。

>>新しい必須フィールドを追加すると、APIの呼び出し契約が破棄されます。新しい必須フィールドを追加
すると、API契約により、APIクライアント/APIコンシューマーと APIプロバイダーの間で締結された
RAMLまたは API仕様の合意が破棄されます。そのため、APIクライアントの呼び出しロジックも更新する
必要があります。

最新問題: 118
プラットフォームアーキテクトは、クライアントに属するすべてのポリシーの表示など、さまざまなタスク

を実行する従来のモノリシック SOAPベースのWebサービスを継承します。このサービスは、生命保険管
理システムと損害保険管理システムの 2つのバックエンドシステムに接続し、各システム内で保険ポリシー
情報を照会して結果を集約し、ユーザーインターフェイス (UI)に SOAPベースの応答を表示します。
アーキテクトは、API主導の規則に従うためにモノリシックWebサービスを分割したいと考えています。
サービスのどの部分をプロセス層に配置する必要がありますか?
A.管理システムからの保険契約情報を統合する
B. SOAPベースの応答をUIに表示する
C.各バックエンド管理システムへの接続を認証および維持する
D.管理システムからのデータのクエリ
Answer: A (メーッセージを残す)
API主導の接続アプローチでは、各レイヤー (システム、プロセス、エクスペリエンス)には明確な目的があり
ます。

*システム API:これらの APIはバックエンドシステムに直接接続し、標準化された方法でデータを公開お
よびロック解除します。

*プロセス API:さまざまなシステム間でデータをオーケストレーションおよび処理し、必要に応じて情報を
組み合わせます。

*エクスペリエンス API:特定のユーザーインターフェイスまたはアプリケーション向けに設計されており、
多くの場合、各コンシューマーアプリケーションのニーズに合わせてデータ形式を変換します。

オプション Aが正しい理由:
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*プロセス APIは、複数のシステムからのデータを組み合わせるように設計されており、生命保険システム
と損害保険システムの両方からポリシー情報を集約する機能と一致しています。この集約ロジックは、理想

的にはプロセス層に存在し、データ取得とデータオーケストレーションを分離します。

*この機能をプロセスレイヤーに移動すると、再利用性とモジュール性が実現され、必要に応じて他のエク
スペリエンス APIやサービスでも結合されたポリシーデータを活用できるようになります。
誤ったオプションの説明:
*オプション B (SOAPベースの応答の提示)は、エクスペリエンスレイヤーによって管理されます。このレ
イヤーは、特定のインターフェイスに合わせてデータ形式を調整するためです。

*オプション C (バックエンド接続の認証と維持)は通常、バックエンドの統合とセキュリティ処理が行われ
るシステム層内で処理されます。

*オプション D (データのクエリ)は、バックエンドシステムに直接アクセスし、追加の処理なしで生データ
を公開するシステム APIの機能です。
参考資料 API主導のアーキテクチャと各レイヤーの役割の詳細については、MuleSoftの API主導の接続性
と APIレイヤーに関するドキュメントを参照してください。

最新問題: 119
APIクライアントは、既存の API実装から 1つのメソッドを呼び出します。API実装は後で更新されま
す。API実装にどのような変更を加えると、APIクライアントの呼び出しロジックも更新する必要があります
か?
A. APIクライアントによって呼び出されたメソッドのレスポンスのデータ型が変更された場合
B. APIクライアントが使用するリソースに新しいメソッドが追加されたとき
C. APIクライアントによって呼び出されたメソッドに新しい必須フィールドが追加されたとき
D. APIクライアントによって呼び出されたメソッドに子メソッドが追加された場合
Answer: C (メーッセージを残す)
APIクライアントによって呼び出されたメソッドに新しい必須フィールドが追加された場合
****************************************
>>一般的に、API契約が破綻した場合、APIクライアントのロジックを更新する必要があります。
>> APIに新しいメソッドまたは子メソッドが追加されても、APIクライアントは既存のメソッドを引き続き
使用できるため、動作が中断されることはありません。したがって、これら 2つのオプションは無効です。
>>残っているのは、「応答のデータ型が変更された場合」と「新しい必須フィールドが追加された場合」の 2つ

です。

>>応答のデータ型を変更すると、API契約が破棄されます。ただし、質問は「呼び出し」ロジックに関するも

のであり、応答処理ロジックに関するものではありません。APIクライアントは引き続き APIを正常に呼び
出して応答を受け取ることができますが、応答の一部のフィールドのデータ型は異なります。

>>新しい必須フィールドを追加すると、APIの呼び出し契約が破棄されます。新しい必須フィールドを追加
すると、API契約により、APIクライアント/APIコンシューマーと APIプロバイダーの間で締結された
RAMLまたは API仕様の合意が破棄されます。そのため、APIクライアントの呼び出しロジックも更新する
必要があります。

https://www.jpnpdf.com/MuleSoft.MCPA-Level-1.v2025-03-11.q121-mondaishu.html


最新問題: 120
CloudHub専用ロードバランサーを使用する必要がある条件は何ですか?
A. API実装とAPIクライアント間でサーバー側負荷分散TLS相互認証が必要な場合
B.同じ Muleアプリケーションの別々のデプロイメント間でリージョン間の負荷分散が必要な場合
C.複数の CloudHubワーカー間での API呼び出しを負荷分散する必要がある場合
D.顧客がホストする Muleランタイムにデプロイされた API実装にカスタム DNS名が必要な場合
Answer: (解答を表示する)

最新問題: 121
展示品を参照してください。

3つのビジネスプロセスを実装する必要があり、実装では複数の異なる SaaSアプリケーションと通信する
必要があります。

これらのプロセスは、個別の (サイロ化された) LOBによって所有され、主に互いに独立していますが、いく
つかのビジネスエンティティを共有しています。各 LOBには 1つの開発チームと独自の予算があります。
この組織のコンテキストでは、データモデルの冗長性を最小限に抑えてこれらのビジネスプロセスを実装

する APIの APIデータモデルを選択する最も効果的な方法は何ですか。
A)ビジネスプロセスの一貫した部分と関連するビジネスエンティティの定義に一致する複数の境界付きコ
ンテキストデータモデルを構築する
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B)確立されたマイクロサービスとアジャイルAPI中心のプラクティスに従うために、各APIごとに異なるデー
タモデルを構築する

C)組織全体で一貫性と再利用性を高めるために、XMLスキーマを使用してすべてのAPIデータモデルを構築
する



D) 3つのビジネスプロセスのすべてのデータタイプを統合し、データモデルの一貫性と冗長性を確保した
1つの集中型標準データモデル (エンタープライズデータモデル)を構築します。

A.オプションA
B.オプションB
C.オプションC
D.オプションD
Answer: A (メーッセージを残す)
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ビジネスプロセスの一貫した部分と関連するビジネスエンティティの定義に一致する複数の境界付きコン

テキストデータモデルを構築します。

****************************************
>> XMLスキーマ/アジャイル API中心のプラクティスを使用して APIデータモデルを構築するオプション
は、質問で示されているシナリオとは無関係です。したがって、これら 2つは無効です。
>>チームと LOBがサイロで作業し、それぞれが異なるイニシアチブ、予算などを持っているため、EDM (エ
ンタープライズデータモデル)の構築は実行可能ではなく、このシナリオには適していません。EDMの構築
には、チーム全体の間での徹底的な調整が必要ですが、このシナリオでは明らかに不可能と思われます。

したがって、このシナリオに最適なのは、ビジネスプロセスの一貫した部分と関連するビジネスエンティ

ティの定義に一致する複数の境界付きコンテキストデータモデルを構築することです。
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